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(57)【要約】
　
　現開示のある態様は、効率的なグループ定義のための
技術及びダウンリンクマルチユーザ多入力多出力（ＭＵ
－ＭＩＭＯ）送信のために多重定義することを示す。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の装置のうちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り当てるために、複数のグ
ループからの前記複数の装置の各グループにおける前記装置の位置を知らせることと、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成することと、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う前記同時データ送信に先行
する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数の装
置に送信することと、ここで、前記セットから各装置への前記同時データ送信の１以上の
空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び前記グループ中のそ
の装置の前記知らされた位置によって、特定される、
　を備える、無線通信方法。
【請求項２】
　前記複数のグループの各々は、前記複数の装置の複数のセットを含む、請求項１記載の
方法。
【請求項３】
　前記プリアンブルの一部分は、前記セットから各装置に割り当てられる前記空間ストリ
ームの数を示す第２のフィールドを含む、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記知らせは、全ての前記複数の装置へブロードキャストメッセージを送信すること、
またはユニキャストメッセージを送信することの少なくとも１つを含む、請求項１記載の
方法。
【請求項５】
　前記ユニキャストメッセージは、前記ユニキャストメッセージを受信することに向けら
れた前記複数の装置のうちの１つを関連させる手順の間に送信される、請求項４記載の方
法。
【請求項６】
　前記装置の位置は、全ての前記グループに無作為に割り当てられる、請求項１記載の方
法。
【請求項７】
　前記無作為に割り当てられた位置の各々は、前記装置の識別子の関数によって起源とさ
れる擬似乱数ジェネレータを使用して計算される、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記知らせは、前記複数の装置の１ペアに、前記複数のグループの少なくとも１つの中
で異なる位置を知らせることを含む、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の装置の１つへの前記位置の知らせは、その装置がメンバーである前記２ｙグ
ループのサブセットのためにのみ実行される、請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記知らせは、その装置へメッセージを送信することを含み、前記サブセットは、２ｙ

ビットのビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される、請求項９記載の方法
。
【請求項１１】
　複数の他の装置のうちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り当てるために、複数
のグループからの前記複数の他の装置の各グループにおける前記他の装置の位置を知らせ
るように構成された第１の回路と、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成するように構成された第２
の回路と、
　前記グループから選択された前記複数の他の装置のセットに向う前記同時データ送信に
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先行する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数
の他の装置に送信するように構成された送信機と、ここで、前記セットから各装置への前
記同時データ送信の１以上の空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によっ
て、及び前記グループ中のその装置の前記知らされた位置によって、特定される、
　を備える、無線通信装置。
【請求項１２】
　前記複数のグループの各々は、前記複数の他の装置の複数のセットを含む、請求項１１
記載の装置。
【請求項１３】
　前記プリアンブルの一部分は、前記セットから各装置に割り当てられる前記空間ストリ
ームの数を示す第２のフィールドを含む、請求項１１記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１の回路は、さらに、全ての前記複数の他の装置へブロードキャストメッセージ
またはユニキャストメッセージの少なくとも１つを送信するように構成されている、請求
項１１記載の装置。
【請求項１５】
　前記ユニキャストメッセージは、前記ユニキャストメッセージを受信することに向けら
れた前記複数の他の装置のうちの１つを関連させる手順の間に送信される、請求項１４記
載の装置。
【請求項１６】
　前記他の装置の位置は、全ての前記グループに無作為に割り当てられる、請求項１１記
載の装置。
【請求項１７】
　前記無作為に割り当てられた位置の各々は、前記他の装置の識別子の関数によって起源
とされる擬似乱数ジェネレータを使用して計算される、請求項１６記載の装置。
【請求項１８】
　前記第１の回路は、さらに、前記複数の他の装置のペアに、前記複数のグループの少な
くとも１つの中で異なる位置を知らせるように構成されている、請求項１１記載の装置。
【請求項１９】
　前記複数の他の装置のうちの１つへの前記位置の知らせは、その他の装置がメンバーで
ある前記２ｙグループのサブセットのためにのみ実行される、請求項１１記載の装置。
【請求項２０】
　前記第１の回路は、さらに、その他の装置へメッセージを送信するように構成され、前
記サブセットは、２ｙビットのビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される
、請求項１９記載の装置。
【請求項２１】
　複数の他の装置のうちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り当てるために、複数
のグループからの前記複数の他の装置の各グループにおける前記他の装置の位置を知らせ
るための手段と、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成するための手段と、
　前記グループから選択された前記複数の他の装置のセットに向う前記同時データ送信に
先行する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数
の他の装置に送信するための手段と、ここで、前記セットから各装置への前記同時データ
送信の１以上の空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び前記
グループ中のその装置の前記知らされた位置によって、特定される、
　を備える、無線通信装置。
【請求項２２】
　前記複数のグループの各々は、前記複数の他の装置の複数のセットを含む、請求項２１
記載の装置。
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【請求項２３】
　前記プリアンブルの一部分は、前記セットから各装置に割り当てられる前記空間ストリ
ームの数を示す第２のフィールドを含む、請求項２１記載の装置。
【請求項２４】
　前記知らせるための手段は、全ての前記複数の他の装置へブロードキャストメッセージ
を送信するための手段またはユニキャストメッセージを送信するための手段の少なくとも
１つ含む、請求項２１記載の装置。
【請求項２５】
　前記ユニキャストメッセージは、前記ユニキャストメッセージを受信することに向けら
れた前記複数の他の装置のうちの１つを関連させる手順の間に送信される、請求項２４記
載の装置。
【請求項２６】
　前記他の装置の位置は、全ての前記グループに無作為に割り当てられる、請求項２１記
載の装置。
【請求項２７】
　前記無作為に割り当てられた位置の各々は、前記他の装置の識別子の関数によって起源
とされる擬似乱数ジェネレータを使用して計算される、請求項２６記載の装置。
【請求項２８】
　前記知らせるための手段は、さらに、前記複数の他の装置のペアに、前記複数のグルー
プの少なくとも１つの中で異なる位置を知らせるための手段を含む、請求項２１記載の装
置。
【請求項２９】
　前記複数の他の装置のうちの１つへの前記位置の知らせは、その他の装置がメンバーで
ある前記２ｙグループのサブセットのためにのみ実行される、請求項２１記載の装置。
【請求項３０】
　前記知らせるための手段は、さらに、その他の装置へメッセージを送信するように構成
され、前記サブセットは、２ｙビットのビットマップを使用して、前記メッセージ中で識
別される、請求項２９記載の装置。
【請求項３１】
　複数の装置のうちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り当てるために、複数のグ
ループからの前記複数の装置の各グループにおける前記装置の位置を知らせる、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成する、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う前記同時データ送信に先行
する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数の装
置に送信する、ここで、前記セットから各装置への前記同時データ送信の１以上の空間ス
トリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び前記グループ中のその装置
の前記知らされた位置によって、特定される、
　を実行可能な命令を備えるコンピュータ可読媒体を備える無線通信のためのコンピュー
タプログラムプロダクト。
【請求項３２】
　少なくとも１つのアンテナと、
　複数の装置のうちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り当てるために、複数のグ
ループからの前記複数の装置の各グループにおける前記装置の位置を知らせるように構成
された第１の回路と、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成するための第２の回路と、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う前記同時データ送信に先行
する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数の装
置に送信するように構成された送信機と、ここで、前記セットから各装置への前記同時デ
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ータ送信の１以上の空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び
前記グループ中のその装置の前記知らされた位置によって、特定される、
　を備える、通信デバイス。
【請求項３３】
　複数の装置のうちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置の各グループ
における前記装置の位置に関する知らせを得ることと、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信する
ための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィ
ールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信することと、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記
プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも
一部に基づいて、決定する、
　を備える、無線通信方法。
【請求項３４】
　決定することは、前記第１のフィールドの値または前記グループ中の前記装置の前記知
らされた位置の少なくとも１つと前記装置の識別子とを比較する、請求項３３記載の方法
。
【請求項３５】
　前記プリアンブルの一部分内で、前記セットから各装置に割り当てられる前記同時デー
タ送信の空間ストリームの数を示す第２のフィールドを受信することをさらに含む、請求
項３３記載の方法。
【請求項３６】
　全ての前記グループ中の前記装置の位置についての前記知らせを備えるメッセージを受
信することをさらに含み、前記メッセージは、全ての前記複数の装置により受信されるブ
ロードキャストメッセージまたは前記装置によってのみ受信されるユニキャストメッセー
ジの少なくとも１つを含む、請求項３３記載の方法。
【請求項３７】
　前記ユニキャストメッセージは、前記装置の関連する手順の間に受信される、請求項３
６記載の方法。
【請求項３８】
　前記装置の位置に関する前記知らせは、前記装置がメンバーである前記２ｙグループの
サブセットのみと関連する、請求項３３記載の方法。
【請求項３９】
　位置についての前記知らせは、メッセージ中で得られ、前記サブセットは、２ｙビット
のビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される、請求項３８記載の方法。
【請求項４０】
　前記知らせに応答して、前記グループ中の前記位置が前記１以上の空間ストリームを割
り当てるための前記同一グループ中の前記装置の他の位置と異なることを示すメッセージ
を送信することと、をさらに備え、前記位置及び前記他の位置は、異なる装置によって割
り当てられていた、
　請求項３３記載の方法。
【請求項４１】
　前記メッセージは、前記装置がメンバーである前記グループのサブセットの少なくとも
１つについての情報または前記サブセット中のグループと関連した前記装置の空間ストリ
ーム位置を含む、請求項４０記載の方法。
【請求項４２】
　複数の装置のうちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置の各グループ
における前記装置の位置についての知らせを得るように構成された第１の回路と、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信する
ための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィ
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ールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信するように構成された受信機と、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記
プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも
一部に基づいて、決定するように構成された第２の回路と、
　を備える、無線通信装置。
【請求項４３】
　前記第２の回路は、さらに、前記第１のフィールドの値または前記グループ中の前記装
置の前記知らされた位置の少なくとも１つと前記装置の識別子とを比較するように構成さ
れている、請求項４２記載の装置。
【請求項４４】
　前記受信機は、さらに、前記プリアンブルの一部分内で、前記セットから各装置に割り
当てられる前記同時データ送信の空間ストリームの数を示す第２のフィールドを受信する
ように構成され、
前記装置は、さらに、前記第２のフィールド及び前記グループ中の前記装置の前記知らさ
れた位置に基づいて前記装置に割り当てられた前記１以上の空間ストリームを決定するよ
うに構成された第３の回路を備える、請求項４２記載の装置。
【請求項４５】
　前記第１の回路は、さらに、全ての前記グループ中の前記装置の位置についての前記知
らせを備えるメッセージを受信するように構成され、前記メッセージは、全ての前記複数
の装置により受信されるブロードキャストメッセージまたは前記装置によってのみ受信さ
れるユニキャストメッセージの少なくとも１つを含む、請求項４２記載の装置。
【請求項４６】
　前記ユニキャストメッセージは、前記装置の関連する手順の間に受信される、請求項４
５記載の装置。
【請求項４７】
　前記装置の位置に関する前記知らせは、前記装置がメンバーである前記２ｙグループの
サブセットにのみ関連する、請求項４２記載の装置。
【請求項４８】
　位置についての前記知らせは、メッセージ内で得られ、前記サブセットは、２ｙビット
のビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される、請求項４７記載の装置。
【請求項４９】
　前記知らせに応答して、前記グループ中の前記位置が前記１以上の空間ストリームを割
り当てるための前記同一グループ中の前記装置の他の位置と異なることを示すメッセージ
を送信するように構成された送信機をさらに備え、前記位置及び前記他の位置は、異なる
装置によって割り当てられていた、請求項４２記載の装置。
【請求項５０】
　前記メッセージは、前記装置がメンバーである前記グループのサブセットの少なくとも
１つについての情報または前記サブセット中のグループと関連付けられた前記装置の空間
ストリーム位置を含む、請求項４９記載の装置。
【請求項５１】
　複数の装置のうちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置の各グループ
における前記装置の位置についての知らせを得るための手段と、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信する
ための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィ
ールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信するための手段と、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記
プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも
一部に基づいて、決定するための手段と、
　を備える、無線通信装置。
【請求項５２】
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　前記決定するための手段は、前記第１のフィールドの値または前記グループ中の前記装
置の前記知らされた位置の少なくとも１つと前記装置の識別子とを比較するための手段を
含む、請求項５１記載の装置。
【請求項５３】
　前記受信するための手段は、さらに、前記プリアンブルの一部分内で、前記セットから
各装置に割り当てられる前記同時データ送信の空間ストリームの数を示す第２のフィール
ドを受信するように構成され、前記装置は、さらに、前記第２のフィールド及び前記グル
ープ中の前記装置の前記知らされた位置に基づいて前記装置に割り当てられた前記１以上
の空間ストリームを決定するための手段を備える、請求項５１記載の装置。
【請求項５４】
　　全ての前記グループ中の前記装置の位置についての前記知らせを備えるメッセージを
受信するための手段をさらに備え、前記メッセージは、全ての前記複数の装置により受信
されるブロードキャストメッセージまたは前記装置によってのみ受信されるユニキャスト
メッセージの少なくとも１つを含む、請求項５１記載の装置。
【請求項５５】
　前記ユニキャストメッセージは、前記装置の関連する手順の間に受信される、請求項５
４記載の装置。
【請求項５６】
　前記装置の位置に関する前記知らせは、前記装置がメンバーである前記２ｙグループの
サブセットにのみ関連する、請求項５１記載の装置。
【請求項５７】
　位置についての前記知らせは、メッセージ内で得られ、前記サブセットは、２ｙビット
のビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される、請求項５６記載の装置。
【請求項５８】
　前記知らせに応答して、前記グループ中の前記位置が前記１以上の空間ストリームを割
り当てるための前記同一グループ中の前記装置の他の位置と異なることを示すメッセージ
を送信するための手段をさらに備え、前記位置及び前記他の位置は、異なる装置によって
割り当てられていた、請求項５１記載の装置。
【請求項５９】
　前記メッセージは、前記装置がメンバーである前記グループのサブセットの少なくとも
１つについての情報または前記サブセット中のグループと関連付けられた前記装置の空間
ストリーム位置を含む、請求項５８記載の装置。
【請求項６０】
　複数の装置のうちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置の各グループ
における前記装置の位置についての知らせを得る、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信する
ための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィ
ールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信する、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記
プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも
一部に基づいて、決定する、
　ことを実行可能な命令を備えるコンピュータ可読媒体を備える無線通信のためのコンピ
ュータプログラムプロダクト。
【請求項６１】
　少なくとも１つのアンテナと、
　複数の無線ノードのうちの無線ノードにおいて、複数のグループからの前記複数の無線
ノードの各グループにおける前記無線ノードの位置についての知らせを得るように構成さ
れた第１の回路と、
　前記グループから選択された前記複数の無線ノードのセットに向う同時データ送信を受
信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１
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のフィールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信するように構成された受信機
と、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記無線ノードに割り当てられる場合
、前記プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記無線ノードの前記知らされた位置
の少なくとも一部に基づいて、決定するように構成された第２の回路と、
　を備える、無線ノード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　現開示のある態様は、一般に、無線通信、特に、効率的なグループ定義のための方法及
びマルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信のために多重定義すること(overloa
ding)に関する。
【背景技術】
【０００２】
35 U.S.C. §119の下での優先権の主張
　本特許出願は、２０１０年４月２７日に提出され、この譲受人に譲渡され、参照により
この中に明白に組み込まれる「効率的なグループ定義及びマルチユーザＭＩＭＯ送信のた
めに多重定義すること」と題する米国仮特許出願番号６１／３２８，３１４号の優先権を
主張する。
【０００３】
　無線通信システムのために要求された帯域幅要件の増加する問題を扱うために、様々な
スキームは、複数のユーザ端末が高データスループットを達成する間にチャネルリソース
を共有することにより、シングルアクセスポイントと通信することを可能にするように開
発されている。多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術は、次世代通信システム用の一般的な技術
として出現している１つのそのようなアプローチを象徴する。ＭＩＭＯ技術は、電気電子
学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１規格のようないくつかの新たな無線通信規格に採用されて
いる。ＩＥＥＥ　８０２．１１は、短距離通信（例えば、１０メートルから数百メートル
まで）に関するＩＥＥＥ　８０２．１１委員会によって開発された１セットの無線ローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）エアインターフェース規格を意味する。
【０００４】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１　ＷＬＡＮ規格団体は、毎秒１ギガビットより大きな総計のス
ループットをターゲットとする６０ＧＨｚ（つまりＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄ仕様）の
搬送周波数を使用した、または、５ＧＨｚ（つまりＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃ仕様）の
搬送周波数を使用した高スループット（ＶＨＴ）アプローチに基づく送信に関する仕様を
定めた。ＶＨＴ　５ＧＨｚ仕様を可能にする技術の１つは、８０ＭＨｚの帯域幅について
２つの４０ＭＨｚのチャネルを接合して、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ規格と比較してコス
トにおいて無視できる増加を備えた物理層（ＰＨＹ）データレートを２倍にする、より広
いチャネル帯域幅である。
【０００５】
　ＭＩＭＯシステムは、データ送信のために、多数（ＮＴ）の送信アンテナを使用し、多
数（ＮＲ）の受信アンテナを使用する。ＮＴ本の送信アンテナ及びＮＲ本の受信アンテナ
によって形成されるＭＩＭＯチャネルは、さらに空間チャネルと呼ばれるＮＳ個の独立し
たチャネルに分解され得る。ここで、ＮＳ≦ｍｉｎ｛ＮT, ＮR｝である。ＮＳ個の独立し
たチャネルの各々は、１次元に相当する。ＭＩＭＯシステムは、多数の送信アンテナ及び
受信アンテナによって生成された追加の次元数が利用される場合、改善された性能（例え
ば、より高スループット及び／またはより大きな信頼性）を提供し得る。
【０００６】
　単一のアクセスポイント（ＡＰ）及び多数のユーザ局（ＳＴＡｓ）を備えた無線ネット
ワークにおいて、同時(concurrent)送信は、アップリンク及びダウンリンク方向の両方で
、異なる局への多重チャネルで生じ得る。多くの課題がそのようなシステムの中に存在す



(9) JP 2013-529011 A 2013.7.11

10

20

30

40

50

る。
【発明の概要】
【０００７】
　現開示のある態様は、無線通信方法を提供する。前記方法は、一般的に、複数の装置の
うちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り当てるために、複数のグループからの前
記複数の装置の各グループにおける前記装置の位置を知らせることと、同時データ送信を
受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第
１のフィールドを含むプリアンブルを生成することと、前記グループから選択された前記
複数の装置のセットに向う前記同時データ送信に先行する前記第１のフィールドを備える
少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数の装置に送信することと、ここで、前記
セットから各装置への前記同時データ送信の１以上の空間ストリームの割当は、前記プリ
アンブルの一部分によって、及び前記グループ中のその装置の前記知らされた位置によっ
て、特定される、を含む。
【０００８】
　現開示のある態様は、無線通信装置を提供する。前記装置は、一般的に、複数の他の装
置のうちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り当てるために、複数のグループから
の前記複数の他の装置の各グループにおける前記他の装置の位置を知らせるように構成さ
れた第１の回路と、同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにお
けるグループを識別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成するよう
に構成された第２の回路と、前記グループから選択された前記複数の他の装置のセットに
向う前記同時データ送信に先行する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリア
ンブルの一部分を前記複数の他の装置に送信するように構成された送信機と、ここで、前
記セットから各装置への前記同時データ送信の１以上の空間ストリームの割当は、前記プ
リアンブルの一部分によって、及び前記グループ中のその装置の前記知らされた位置によ
って、特定される、を含む。
【０００９】
　現開示のある態様は、無線通信装置を提供する。前記装置は、一般的に、複数の他の装
置のうちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り当てるために、複数のグループから
の前記複数の他の装置の各グループにおける前記他の装置の位置を知らせるための手段と
、同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成するための手段と、前記グ
ループから選択された前記複数の他の装置のセットに向う前記同時データ送信に先行する
前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数の他の装
置に送信するための手段と、ここで、前記セットから各装置への前記同時データ送信の１
以上の空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び前記グループ
中のその装置の前記知らされた位置によって、特定される、を含む。
【００１０】
　現開示のある態様は、無線通信のためのコンピュータプログラムプロダクトを提供する
。前記コンピュータプログラムプロダクトは、　複数の装置のうちの各装置に、１以上の
空間ストリームを割り当てるために、複数のグループからの前記複数の装置の各グループ
における前記装置の位置を知らせる、同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複
数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブ
ルを生成する、前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う前記同時デー
タ送信に先行する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を
前記複数の装置に送信する、ここで、前記セットから各装置への前記同時データ送信の１
以上の空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び前記グループ
中のその装置の前記知らされた位置によって、特定される、を実行可能な命令を備えるコ
ンピュータ可読媒体を含む。
【００１１】
　現開示のある態様は、通信デバイスを提供する。前記通信デバイスは、一般的に、少な
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くとも１つのアンテナと、複数の装置のうちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り
当てるために、複数のグループからの前記複数の装置の各グループにおける前記装置の位
置を知らせるように構成された第１の回路と、同時データ送信を受信するための２ｙまで
の前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィールドを含むプ
リアンブルを生成するための第２の回路と、前記グループから選択された前記複数の装置
のセットに向う前記同時データ送信に先行する前記第１のフィールドを備える少なくとも
前記プリアンブルの一部分を前記複数の装置に送信するように構成された送信機と、ここ
で、前記セットから各装置への前記同時データ送信の１以上の空間ストリームの割当は、
前記プリアンブルの一部分によって、及び前記グループ中のその装置の前記知らされた位
置によって、特定される、を含む。
【００１２】
　現開示のある態様は、無線通信方法を提供する。前記方法は、一般的に、複数の装置の
うちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置の各グループにおける前記装
置の位置に関する知らせを得ることと、前記グループから選択された前記複数の装置のセ
ットに向う同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグル
ープを識別するｙビットの第１のフィールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受
信することと、前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられ
る場合、前記プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置
の少なくとも一部に基づいて、決定する、を含む。
【００１３】
　現開示のある態様は、無線通信装置を提供する。前記装置は、一般的に、複数の装置の
うちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置の各グループにおける前記装
置の位置についての知らせを得るように構成された第１の回路と、前記グループから選択
された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複
数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィールドを含む少なくとも
プリアンブルの一部分を受信するように構成された受信機と、前記同時データ送信の１以
上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記プリアンブルの一部分及び前
記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも一部に基づいて、決定するよ
うに構成された第２の回路と、を含む。
【００１４】
　現開示のある態様は、無線通信装置を提供する。前記装置は、一般的に、複数の装置の
うちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置の各グループにおける前記装
置の位置についての知らせを得るための手段と、前記グループから選択された前記複数の
装置のセットに向う同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにお
けるグループを識別するｙビットの第１のフィールドを含む少なくともプリアンブルの一
部分を受信するための手段と、前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置
に割り当てられる場合、前記プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記
知らされた位置の少なくとも一部に基づいて、決定するための手段と、を含む。
【００１５】
　現開示のある態様は、無線通信のためのコンピュータプログラムプロダクトを提供する
。前記コンピュータプログラムプロダクトは、複数の装置のうちの装置において、複数の
グループからの前記複数の装置の各グループにおける前記装置の位置についての知らせを
得る、前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信
するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１の
フィールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信する、前記同時データ送信の１
以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記プリアンブルの一部分及び
前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも一部に基づいて、決定する
、ことを実行可能な命令を備えるコンピュータ可読媒体を含む。
【００１６】
　現開示のある態様は、無線ノードを提供する。前記無線ノードは、一般的に、少なくと
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も１つのアンテナと、複数の無線ノードのうちの無線ノードにおいて、複数のグループか
らの前記複数の無線ノードの各グループにおける前記無線ノードの位置についての知らせ
を得るように構成された第１の回路と、前記グループから選択された前記複数の無線ノー
ドのセットに向う同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけ
るグループを識別するｙビットの第１のフィールドを含む少なくともプリアンブルの一部
分を受信するように構成された受信機と、前記同時データ送信の１以上の空間ストリーム
が前記無線ノードに割り当てられる場合、前記プリアンブルの一部分及び前記グループ中
の前記無線ノードの前記知らされた位置の少なくとも一部に基づいて、決定するように構
成された第２の回路と、を含む。
【００１７】
　現開示の上記特徴が詳細に理解できるように、上述のように簡潔に要約されたより多く
の特定の記述は、添付図面に描かれているいくつかの態様を参照することにより分かる。
しかしながら、添付図面がこの開示のある典型的な態様のみ描いており、それゆえに、そ
の範囲の限定とみなされるべきではなく、描写に関して他の均等に有効な態様を認め得る
ことは、留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、現開示のある態様に従う無線通信ネットワークの図を示す。
【図２】図２は、現開示のある態様に従う一例となるアクセスポイントとユーザ端末のブ
ロック図を示す。
【図３】図３は、現開示のある態様に従う一例となる無線デバイスのブロック図を示す。
【図４】図４は、現開示のある態様に従うアクセスポイントから送信され得る一例となる
プリアンブルの構造を示す。
【図５】図５は、現開示のある態様に従う提案された向上されたグループ識別スキームの
一例となるグラフの性能を示す。
【図６】図６は、現開示のある態様に従うグループ識別のためにアクセスポイントで実行
され得る一例となる動作を示す。
【図６Ａ】図６Ａは、図６に示される動作を実行することが可能な一例となる構成要素を
示す。
【図７】図７は、現開示のある態様に従うユーザ局で実行され得る一例となる動作を示す
。
【図７Ａ】図７Ａは、図７に示される動作を実行することが可能な一例となる構成要素を
示す。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本開示の種々の態様は、添付図面を参照してより完全に以下に記述される。しかしなが
ら、この開示は、多くの様々な形式で具体化されることができ、この開示の全体にわたっ
て示される如何なる特定の構造に限定されるように解釈されるべきではない。むしろ、こ
れらの態様は、この開示が十分であり、完全であろうように提供され、当業者に開示の範
囲を十分に伝えるだろう。この中の教示に基づいて、当業者は、本開示の如何なる他の態
様と独立に、または、組み合わせて実施されるか否かに関わらず、開示の範囲がこの中で
開示されている開示の如何なる態様も保護するように意図されることを認識するべきであ
る。例えば、この中で示される多数の態様を使用して、装置は実施されることができ、方
法は、実行されることができる。さらに、本開示の範囲は、この中で示される開示の種々
の態様に加えて、または、それ以外に、他の構造、機能性または、構造と機能性を使用し
て実行されるような装置または方法を保護するように意図される。この中に開示された開
示の如何なる態様も請求項の１以上の要素によって具体化できることは理解されるべきで
ある。
【００２０】
　用語「典型的な」は、この中で、という単語は「例、事例または実例を提供すること」
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を意味するために使用される。「典型的な」としてこの中で記載されている如何なる態様
も他の態様よりも好ましい、または、有利であるとして必ずしも解釈されるべきではない
。
【００２１】
　特定の態様がこの中に記載されているが、これらの態様の多くの変化及び置換が本開示
の範囲内にある。好ましい態様のいくつかの利益及び利点は言及されるが、本開示の範囲
は、特定の利益、用途または目的に制限されるようには意図されない。むしろ、本開示の
範囲は、様々な無線技術、システム構成、ネットワークおよび伝送プロトコルに広く適用
可能になるように意図され、それらのうちのいくつかは、好ましい態様の以下の記載及び
図面で例として示される。詳細な記述及び図面は、添付の請求項及びその等価物によって
定義される開示の範囲を限定するというよりも単なる開示の例証である。
【００２２】
　一例となる無線通信システム
　この中で記述された技術は、直交多重化スキームに基づく通信システムを含む様々なブ
ロードバンド無線通信システムに使用され得る。そのような通信システムの例は、空間分
割多元接続（ＳＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦ
ＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システムな
どを含む。ＳＤＭＡシステムは、複数ユーザ端末に属するデータを同時送信するために十
分に異なる指示を利用できる。ＴＤＭＡシステムは、複数のユーザ端末が異なる時間スロ
ット内に伝送信号を分けることにより同じ周波数チャネルを共有することを可能にできる
。ここで、各時間スロットは異なるユーザ端末に割り当てられる。ＯＦＤＭＡシステムは
、システム全体の帯域幅を多数の直交サブキャリアに分割する変調技術である直交周波数
分割多重（ＯＦＤＭ）を利用する。これらのサブキャリアは、さらにトーン、ビンなどと
呼ばれ得る。ＯＦＤＭで、各サブキャリアは、独立してデータと共に変調され得る。ＳＣ
－ＦＤＭＡシステムは、システムの帯域幅を横断して分配されるサブキャリア上で送信す
るためのインタリーブド(interleaved)ＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）、隣接したサブキャリア
のブロック上で送信するためのローカライズド(localized)ＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）また
は隣接したサブキャリアの多数のブロック上で送信するためのエンハンスド(enhanced)Ｆ
ＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を利用できる。一般に、変調シンボルは、ＯＦＤＭを備えた周波数
領域及びＳＣ－ＦＤＭＡを備えた時間領域で送られる。
【００２３】
　この中での教示は、様々な有線または無線装置（例えばノード）内に組み入れられ得る
（例えば、内部で実施されるまたはそれによって実行される）。いくつかの態様では、こ
の中の教示にしたがって実施される無線ノードは、アクセスポイントまたはアクセス端末
を含むことができる。
【００２４】
　アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ＮｏｄｅＢ、無線ネットワークコントローラ（「Ｒ
ＮＣ」）、ｅＮｏｄｅＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地トランシーバ局（「
ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、無線ト
ランシーバ、ベーシックサービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット（「ＥＳＳ
」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）またはいつくかの他の用語を含むことができ、これらと
して実施されることができ、または、これらとして知られ得る。
【００２５】
　アクセス端末（「ＡＴ」）は、アクセス端末、加入者局、加入者ユニット、移動局、遠
隔局、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ装置、ユー
ザ局またはいくつかの他の用語を含むことができ、これらとして実施されることができ、
または、これらとして知られ得る。いくつかの実施では、アクセス端末は、携帯電話、コ
ードレス電話、セッションイニシエーションプロトコル（「ＳＩＰ」）電話、ワイヤレス
ローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、無線接続能力を有する
ハンドヘルドデバイス、局（「ＳＴＡ」）または無線モデムに接続されたいくつかの他の
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適切な処理デバイスを含むことができる。
【００２６】
　したがって、この中で教示された１以上の態様は、電話（例えば携帯電話またはスマー
トフォン）、コンピュータ（例えばラップトップ）、携帯通信デバイス、ポータブルコン
ピューティングデバイス（例えばパーソナルデータアシスタント）、エンターテインメン
トデバイス（例えば音楽またはビデオデバイス、あるいは衛星ラジオ）、全地球測位シス
テムデバイス、または、無線または有線媒体を介して通信するように構成された任意の他
の適切なデバイスに組み入れられ得る。いくつかの態様では、ノードは、無線ノードであ
る。そのような無線ノードは、例えば、有線または無線通信リンクを介してネットワーク
（例えばインターネットまたはセルラーネットワークのような広域ネットワーク）に、ま
たはそのために接続性を提供できる。
【００２７】
　図１は、アクセスポイント及びユーザ端末を備えるマルチアクセス多入力多出力（ＭＩ
ＭＯ）システム１００を示す。単純化のために、１つのアクセスポイント１１０のみが図
１に示される。アクセスポイントは、一般にユーザ端末と通信し、基地局またはいくつか
の他の用語として呼ばれ得る固定局である。ユーザ端末は、固定または移動体であり得、
移動局、無線デバイスまたはいくつかの他の用語として呼ばれ得る。アクセスポイント１
１０は、ダウンリンク及びアップリンク上の所定の瞬間で１つ以上のユーザ端末１２０と
通信できる。ダウンリンク（つまりフォワードリンク）は、アクセスポイントからユーザ
端末への通信リンクであり、アップリンク（つまりリバースリンク）は、ユーザ端末から
アクセスポイントへの通信リンクである。ユーザ端末は、別のユーザ端末とピア・ツー・
ピア通信できる。システムコントローラ１３０は、アクセスポイントに連結され、アクセ
スポイントのための調整及び制御を供給する。
【００２８】
　以下の開示の一部は、ある態様に関して、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）によって通信
することができるユーザ端末を記述しているかもしれないが、ユーザ端末１２０は、ＳＤ
ＭＡをサポートしないいくつかのユーザ端末をさらに含むこともできる。したがって、そ
のような態様に関しては、ＡＰ１１０は、ＳＤＭＡと非ＳＤＭＡのユーザ端末の両方と通
信するように構成され得る。このアプローチは、新しいＳＤＭＡユーザ端末が適切である
と判断されるように導入されることを可能にしている間、ユーザ端末のより古いバージョ
ン（「レガシー」局）がそれらの有用な寿命を拡張して、企業で展開し続けることを都合
よく可能にできる。
【００２９】
　システム１００は、ダウンリンク及びアップリンク上のデータ伝送のために多数の送信
及び多数の受信アンテナを使用する。アクセスポイント１１０はNap本のアンテナを装備
し、アップリンク伝送用の多入力及びダウンリンク伝送用の多出力（ＭＯ）を表す。１セ
ットのＫ個の選択されたユーザ端末１２０は、ダウンリンク伝送用の多出力及びアップリ
ンク伝送用の多入力を合計で表す。純粋なＳＤＭＡに関しては、K個のユーザ端末に関す
るデータシンボルストリームがある手段によってコード、周波数または時間で多重化され
ない場合にNap≧K≧1を持つことが望まれる。データシンボルストリームがＴＤＭＡ技術
、ＣＤＭＡを備える異なるコードチャネル、ＯＦＤＭを備える互いに交わらないサブバン
ドのセットなどを使用して多重化され得る場合、Kは、Napよりも大きくなり得る。各選択
されたユーザ端末は、アクセスポイントにユーザ固有データを送信する、及び／またはア
クセスポイントからユーザ固有データを受信する。一般に、各選択されたユーザ端末は、
１または複数のアンテナ（つまりNut≧1）を装備できる。K個の選択されたユーザ端末は
、同数または異なる数のアンテナを備えることができる。
【００３０】
　ＳＤＭＡシステム１００は、時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは周波数分割複信（Ｆ
ＤＤ）システムであり得る。ＴＤＤシステムに関しては、ダウンリンク及びアップリンク
は同じ周波数帯域を共有する。ＦＤＤシステムに関しては、ダウンリンク及びアップリン
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クは、異なる周波数帯域を使用する。ＭＩＭＯシステム１００は、さらに、伝送用のシン
グルキャリアまたは多数のキャリアを利用できる。各ユーザ端末は、（例えばコストダウ
ンを維持するための）単一のアンテナまたは（例えば追加費用がサポートされ得る）多数
のアンテナを装備できる。ユーザ端末１２０が異なる時間スロット内に伝送信号を分ける
ことにより同じ周波数チャネルを共有し、各時間スロットが異なるユーザ端末に割り当て
られるとすると、システム１００は、さらに、ＴＤＭＡシステムであり得る。
【００３１】
　現開示の態様では、伝送フレームのプリアンブルは、ＡＰ１１０で構築され得る。プリ
アンブルは、ユーザ端末の特定のセットがマルチユーザ(MU)ＭＩＭＯ伝送の空間ストリー
ムを受信するであろうことを、全てのサポートされたユーザ端末１２０に伝えるためのグ
ループ識別フィールドを備え得る。ＡＰ１１０は、無線通信規格のＩＥＥＥ　８０２．１
１ファミリに従ってユーザ端末１２０にプリアンブルを送信できる。
【００３２】
　図２は、ＭＩＭＯシステム１００でのアクセスポイント１１０及び、２つのユーザ端末
１２０ｍ及び１２０ｘのブロック図を示す。アクセスポイント１１０は、Nt個のアンテナ
２２４ａからアンテナ２２４ｔを装備している。ユーザ端末１２０ｍは、Nut, m個のアン
テナ２５２ｍａから２５２ｍｕを装備し、ユーザ端末１２０ｘは、Nut,xアンテナ２５２
ｘａから２５２ｘｕを装備している。アクセスポイント１１０は、ダウンリンク用の送信
エンティティ及びアップリンク用受信エンティティである。各ユーザ端末１２０は、アッ
プリンク用の送信エンティティ及びダウンリンク用の受信エンティティである。この中で
使用されるように、「送信エンティティ」は、無線チャネルを介してデータを送信するこ
とができる独立して操作される装置またはデバイスであり、「受信エンティティ」は、無
線チャネルを介してデータを受信することができる独立して操作される装置またはデバイ
スである。
【００３３】
以下の記述では、添字「dn」は、ダウンリンクを意味し、添字「up」は、アップリンクを
意味し、Nup個のユーザ端末は、アップリンク上の同時送信(simultaneous transmission)
のために選択され、Nupは、Ndnと同じかもしれないし、同じでないかもしれず、Ndnは、
静的な値かもしれないし、各予定間隔で変化できる。ビームステアリング(beem-steering
)またはいくつかの他の空間処理技術は、アクセスポイント及びユーザ端末で使用され得
る。
【００３４】
　アップリンクにおいて、アップリンク伝送に関して選択された各ユーザ端末１２０では
、ＴＸデータプロセッサ２８８は、データソース２８６からトラフィックデータを受信し
、コントローラ２８０から制御データを受信する。ＴＸデータプロセッサ２８８は、ユー
ザ端末に関して選択されたレートに関連した符号化及び変調スキームに基づいてユーザ端
末に関するトラフィックデータを処理する（例えば、符号化し、インタリーブし、変調す
る）。ＴＸの空間プロセッサ２９０は、データシンボルストリーム上の空間処理を実行し
、Nut,m個のアンテナに向けてNut,m個の送信シンボルストリームを供給する。各送信機ユ
ニット（ＴＭＴＲ）２５４は、アップリンク信号を生成するためにそれぞれの送信シンボ
ルストリームを受信し、処理する（例えば、アナログに変換し、増幅し、フィルタし、周
波数アップコンバートする）。Nut,m個の送信機ユニット２５４は、Nut,m個のアンテナ２
５２からアクセスポイントへの送信のためのNut,m個のアップリンク信号を供給する。
【００３５】
　Nup個のユーザ端末は、アップリンク上の同時送信に関してスケジュールされ得る。こ
れらのユーザ端末の各々は、そのデータシンボルストリーム上で空間処理し、アップリン
ク上の送信シンボルストリームのそのセットをアクセスポイントに送信する。
【００３６】
　アクセスポイント１１０において、Nap個のアンテナ２２４ａから２２４ａｐは、アッ
プリンク上で送信するNap個全てのユーザ端末からアップリンク信号を受信する。各アン
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テナ２２４は、受信信号をそれぞれの受信機ユニット（ＲＣＶＲ）２２２に供給する。各
レシーバユニット２２２は、送信機ユニット２５４によって実行されたそれに補足的な処
理を実行し、受信シンボルストリームを供給する。ＲＸ空間プロセッサ２４０は、Nap個
の受信機ユニット２２２からのNap個の受信シンボルストリーム上の受信機空間処理を実
行し、Nup個の復元されたアップリンクデータシンボルストリームを供給する。受信機空
間処理は、チャネル相関行列転換（ＣＣＭＩ）、最小平均二乗誤差（ＭＭＳＥ）、ソフト
干渉除去（ＳＩＣ）またはいくつかの他の技術に従って実行される。各復元されたアップ
リンクデータシンボルストリームは、それぞれのユーザ端末によって送信されたデータシ
ンボルストリームの推定である。ＲＸデータプロセッサ２４２は、復号データを得るため
にそのストリームに使用されたレートに従って、各復元されたアップリンクシンボルスト
リームを処理する（例えば、復調し、デインタリーブし、デコードする）。各ユーザ端末
の復号データは、記憶用のデータシンク２４４及び／またはさらなる処理用のコントロー
ラ２３０へ供給され得る。
【００３７】
　ダウンリンクにおいて、アクセスポイント１１０では、ＴＸデータプロセッサ２１０は
、ダウンリンク伝送用にスケジュールされたNdn個のユーザ端末についてデータソース２
０８からトラフィックデータを、コントローラ２３０から制御データを、スケジューラ２
３４から恐らく他のデータを受信する。様々なタイプのデータは、異なるトランスポート
チャネル上で送信さ得る。ＴＸデータプロセッサ２１０は、そのユーザ端末に関して選択
されたレートに基づいて各ユーザ端末に関するトラフィックデータを処理する（例えば、
符号化し、インタリーブし、変調する）。ＴＸデータプロセッサ２１０は、Ndn個のユー
ザ端末にNdn個のダウンリンクデータシンボルストリームを供給する。ＴＸ空間プロセッ
サ２２０は、Ndn個のダウンリンクデータシンボルストリーム上で空間処理（現開示に記
述されるようなプレコーディングまたはビームフォーミング）を実行し、Nap個のアンテ
ナにNap個の送信シンボルストリームを供給する。各送信機ユニット２２２は、ダウンリ
ンク信号を生成するためにそれぞれの送信シンボルストリームを受信し、処理する。Nap
個の送信機ユニット２２２は、送信用のNap個のダウン信号をNap個のアンテナ２２４から
ユーザ端末に供給する。
【００３８】
　各ユーザ端末１２０では、Nut,m個のアンテナ２５２は、アクセスポイント１１０からN

ap個のダウンリンク信号を受信する。各受信機ユニット２５４は、関連するアンテナ２５
２からの受信信号を処理し、受信シンボルストリームを供給する。ＲＸ空間のプロセッサ
２６０は、Nut,m個の受信機ユニット２５４からのNut,m個の受信シンボルストリーム上で
受信機空間処理を実行し、ユーザ端末に復元されたダウンリンクデータシンボルストリー
ムを供給する。受信機空間処理は、ＣＣＭＩ、ＭＭＳＥまたはいくつかの他の技術に従っ
て実行される。ＲＸデータプロセッサ２７０は、ユーザ端末用の復号データを得るために
、復元されたダウンリンクデータシンボルストリームを処理する（例えば、復調し、デイ
ンタリーブし、デコードする）。
【００３９】
　各ユーザ端末１２０では、チャネル推定機２７８は、チャネル利得推定、ＳＮＲ推定、
ノイズ変動などを含むことができるダウンリンクチャネル応答を推定し、ダウンリンクチ
ャネル推定を供給する。同様に、チャネル推定機２２８は、アップリンクチャネル応答を
推定し、アップリンクチャネル推定を供給する。各ユーザ端末のコントローラ２８０は、
典型的には、そのユーザ端末に関するダウンリンクチャネル応答行列(downlink channel 
response matrix)Hdn,mに基づいて、ユーザ端末に関する空間フィルタ行列を得る。コン
トローラ２３０は、有効なアップリンクチャネル応答行列(effective uplink channel re
sponse matrix)Hup,effに基づいて、アクセスポイントに関する空間フィルタ行列を得る
。各ユーザ端末のコントローラ２８０は、アクセスポイントへフィードバック情報（例え
ば、ダウンリンク及び／またはアップリンク固有ベクトル、固有値、ＳＮＲ推定など）を
送信できる。コントローラ２３０及び２８０は、さらに、アクセスポイント１１０及びユ
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ーザ端末１２０で各種処理ユニットの動作をそれぞれ制御する。
【００４０】
　現開示の態様では、ＡＰ１１０のＴＸデータプロセッサ２１０は、送信フレームのプリ
アンブルを構築するように構成され得る。プリアンブルは、ユーザ端末のうちの特定のセ
ットがＭＵ－ＭＩＭＯ伝送の空間ストリームを受信するであろうことを、全てのサポート
されたユーザ端末１２０に伝えるためのグループ識別フィールドを備え得る。ＡＰ１１０
は、無線通信規格のＩＥＥＥ　８０２．１１ファミリに従って送信機２２２を介してユー
ザ端末１２０にプリアンブルを送信できる。ユーザ端末１２０のＲＸデータプロセッサ２
７０は、ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送の空間ストリームの何れもユーザ端末の専用かどうかを検知
する受信プリアンブルを処理するように構成され得る。
【００４１】
　図３は、無線通信システム１００内に使用され得る無線デバイス３０２で利用され得る
様々な構成要素を示す。無線デバイス３０２は、この中で記述された様々な方法を実施す
るように構成され得る。無線デバイス３０２は、基地局１０４またはユーザ端末１０６で
あり得る。
【００４２】
　無線デバイス３０２は、無線デバイス３０２の動作を制御するプロセッサ３０４を含み
得る。プロセッサ３０４は、さらに、中央処理装置（ＣＰＵ）と呼ばれ得る。読み取り専
用メモリ（ＲＯＭ）及びランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含み得るメモリ３０
６は、プロセッサ３０４に命令とデータを提供する。メモリ３０６の一部は、さらに、不
揮発性ＲＡＭ（ＮＶＲＡＭ）を含み得る。プロセッサ３０４は、典型的にはメモリ３０６
内に格納されたプログラム命令に基づいて論理演算及び算術演算を実行する。メモリ３０
６中の命令は、この中で記述された方法を実施するのに実行可能であり得る。
【００４３】
　無線デバイス３０２は、さらに、無線デバイス３０２と遠隔地との間のデータの送信及
び受信を可能にするための送信機３１０及び受信機３１２を含み得る筐体３０８を含み得
る。送信機３１０及び受信機３１２は、トランシーバ３１４へ組み合わせられ得る。単一
のまたは複数個の送信アンテナ３１６は、筐体３０８に取り付けられ得、トランシーバ３
１４に電気的に結合され得る。無線デバイス３０２は、さらに、（図示しない）多数の送
信機、多数の受信機及び多数のトランシーバを含み得る。
【００４４】
　無線デバイス３０２は、さらに、トランシーバ３１４によって受信される信号のレベル
を検知し、定量化する目的で使用され得る信号検出器３１８を含み得る。信号検出器３１
８は、総エネルギー、１つのシンボル当たりの１つのサブキャリア当たりのエネルギー、
スペクトル密度及び他の信号といった信号を検知し得る。無線デバイス３０２は、さらに
、信号の処理に使用されるデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）３２０を含み得る。
【００４５】
　無線デバイス３０２の様々な構成要素は、データバスに加えて電力バス、制御信号バス
及びステータス信号バスを含み得るバスシステム３２２によって共に結合され得る。
【００４６】
　現開示の態様では、無線デバイス３０２のプロセッサ３０４は、送信フレームのプリア
ンブルを構築するように構成され得る。プリアンブルは、ユーザ端末の特定のセットがＭ
Ｕ－ＭＩＭＯ伝送の空間ストリームを受信するであろうことを、（図示しない）全てのサ
ポートされたユーザ端末に伝えるためのグループ識別フィールドを備え得る。無線デバイ
ス３０２は、無線通信規格のＩＥＥＥ　８０２．１１ファミリに従って送信機３１０を介
してユーザ端末にプリアンブルを送信し得る。
【００４７】
　図１に示されたＷＬＡＮ　１００のような次世代無線ローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）では、ダウンリンク（ＤＬ）ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送は、全体的なネットワークスル
ープットを増加させるための有望な技術を表わし得る。ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送のほと
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んどの態様では、アクセスポイントから複数のユーザ局（ＳＴＡ）に送信されるプリアン
ブルのビームフォーミングされていない部分は、ＳＴＡへの空間ストリームの割当を示す
空間ストリーム割当フィールドを搬送し得る。
【００４８】
　ＳＴＡ側でこの割当情報を解析するために、各ＳＴＡは、ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送を受信す
るためにスケジュールされた複数のＳＴＡのうちのＳＴＡのセット中のその順序またはＳ
ＴＡ番号を知る必要があり得る。これは、グループの形成を要求し得る。プリアンブル中
のグループＩＤ（ｇｒｏｕｐＩＤ）フィールドは、ＳＴＡに、所定のＭＵ伝送で送信され
ているＳＴＡのセット（及びそれらの順序）を搬送し得る。送信オーバヘッドに加え得る
プリアンブルビットについて、複数のＳＴＡが所定の時間においてＭＵ送信で共にスケジ
ュールされ得ることに関する柔軟性について犠牲にしていない間、ｇｒｏｕｐＩＤの上の
できるだけ少ないビットを消費することは望ましいかもしれない。
【００４９】
グループ定義を備えるプリアンブル構造
　図４は、現開示のある態様に従うプリアンブル４００の一例となる構造を示す。プリア
ンブル４００は、例えば、アクセスポイント（ＡＰ）１１０から、図１に示される無線ネ
ットワーク１００中のＳＴＡ　１２０に送信され得る。
【００５０】
　プリアンブル４００は、オムニレガシー部分(omni-legacy portion)４０２（つまり、
ビームフォーミングされていない部分）及びプレコードされた８０２．１１ａｃ　ＶＨＴ
（超高スループット(Very High Throughput)）部分４０４を含み得る。レガシー部分４０
２は、レガシーショートトレーニングフィールド(Legacy Short Training Field )（Ｌ－
ＳＴＦ） ４０６、レガシーロングトレーニングフィールド(Legacy Long Training Field
) ４０８、レガシー信号(Legacy Signal) （Ｌ－ＳＩＧ）フィールド ４１０、またはＶ
ＨＴ信号タイプＡ（ＶＨＴ－ＳＩＧＡ）フィールドに関する２つのＯＦＤＭシンボル４１
２、４１４のうちの少なくとも１つを含み得る。ＶＨＴ－ＳＩＧＡフィールド４１２、４
１４は、オムニ指向的に(omni-directionally)送信され、複数のＳＴＡの組合せ（セット
）への多くの空間ストリームの割当てを示し得る。
【００５１】
　プレコードされた８０２．１１ａｃ　ＶＨＴ部分４０４は、超高スループットショート
トレーニングフィールド(Very High Throughput Short Training Field) （ＶＨＴ－ＳＴ
Ｆ） ４１８、超高スループットロングトレーニングフィールド１(Very High Throughput
 Long Training Field 1) （ＶＨＴ－ＬＴＦ１） ４２０、超高スループットロングトレ
ーニングフィールド(Very High Throughput Long Training Fields) （ＶＨＴ－ＬＴＦｓ
） ４２２、超高スループット信号タイプＢ(Very High Throughput Signal type B) （Ｖ
ＨＴ－ＳＩＧＢ）フィールド４２４、またはデータ部分４２６のうちの少なくとも１つを
含み得る。一態様では、ＶＨＴ－ＳＩＧＢフィールドは、１つのＯＦＤＭシンボルを含む
ことができ、送信され、プレコードされ、ビームフォーミングされ得る。
【００５２】
　ロバストなＭＵ－ＭＩＭＯ受信は、ＡＰが全てのサポートされたＳＴＡに全てのＶＨＴ
－ＬＴＦ４２２を送信することを必要とし得る。ＶＨＴ－ＬＴＦ４２２は、各ＳＴＡが全
てのＡＰアンテナからＳＴＡのアンテナまでのＭＩＭＯチャネルを推定することを可能し
得る。ＳＴＡは、他のＳＴＡに対応するＭＵ－ＭＩＭＯストリームから効果的に干渉をゼ
ロにすること(interference nulling)を実行するために、推定チャネルを利用できる。ロ
バストな干渉除去／ゼロにすることを実行するために、各ＳＴＡは、どの空間ストリーム
がそのＳＴＡに属するのか、及びどの空間ストリームが他のユーザに属するのかを知るこ
とが要求され得る。
【００５３】
　前述のように、グループフィールド４１６は、複数のＳＴＡの特定のセットがＭＵ－Ｍ
ＩＭＯ伝送の空間ストリームを受信するであろうことを、全てのサポートされたＳＴＡに
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伝えるためにプリアンブル４００に含まれ得る。基本線として、複数のＳＴＡの一意のセ
ットにマッッピングされ得るグループが形成される場合、プリアンブル４００内の非常に
多くのグループＩＤビットは、完璧なスケジューリングの柔軟性を必要とするかもしれな
い。他方、グループＩＤの多重定義が、複数のＳＴＡの複数のセット（組合せ）が１つの
グループＩＤにマッピングされ得ることを許可される場合、より大きな柔軟性は、共にス
ケジュールされ得る多くのＳＴＡ中で達成され得る。
【００５４】
　１態様では、多重定義のケースにおいて、複数のＭＵ－ＭＩＭＯ受信者のうちのより少
ないセットの前選択は、将来への一定時間のために必要となり得る。この場合、例えば２
０ミリ秒毎に潜在的なＭＵ－ＭＩＭＯ受信者を先駆的に決定し、そして、これらの受信者
ＭＵ－ＳＴＡＩＤ（局識別子(station identifies)）に割り当てることが必要となり得る
。割り当てられたＳＴＡがＭＵ－ＳＴＡＩＤ発表を逃す場合、このアプローチに関する問
題が生じ得る。別の態様では、多重定義のケースにおいて、グループ定義メッセージは、
非効率的かもしれないが、ＳＴＡの組合せが既存の（多重定義された）グループで見つけ
られない毎に、アクセスポイントから送信される必要があり得る。
【００５５】
高められた(enhanced)グループ識別スキーム
　現在示のある態様は、効率的なグループ定義及び前述の制限を回避するために多重定義
することをサポートする。特に、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信当たり４つのＳＴＡの典型的なケー
スについては、各ＳＴＡに送信される１６バイトの一度だけのメッセージ及び６グループ
ＩＤビットのみ使用することによって、提案された技術が瞬間のバッファステータスに依
存するＳＴＡの任意の組合せをスケジュールする際にほとんど十分な柔軟性を提供できる
ことが現開示で示される。
【００５６】
　現開示は、例えば、複数のＳＴＡのうちの2yグループへのダウンリンク（ＤＬ）ＭＩＭ
Ｏ伝送を実行する技術を提案する。ここでｙは、グループＩＤビットの数を表わす。各グ
ループＩＤは、多重定義による複数のＳＴＡの複数のセットへの送信を考慮に入れること
ができる。言い換えれば、特定のグループＩＤ値によって指定された１つのグループは、
複数のＳＴＡの複数の組合せ（セット）に相当し得る。
【００５７】
　ＭＵ－ＭＩＭＯの能力のある(capable)ＳＴＡがネットワークに許可される毎に、ＳＴ
Ａ番号は、各グループ中のそのＳＴＡにおける位置を伝えるために各グループに割り当て
られ得る。例えば、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信当たり、１６グループ及び４ユーザがある場合、
ＳＴＡに関連したＳＴＡ番号（１、２、３または４）は、３２ビットメッセージを通じて
１６グループの各々に割り当てられ得る。一般に、ＳＴＡ番号、１からＭは、全てのグル
ープについての各ＳＴＡに割り当てられ得る。ここで、Ｍは、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ送信
でのユーザの最大値を示す。
【００５８】
　現開示の態様では、ＳＴＡ番号の割当は、全てのＭＵ－ＭＩＭＯの能力のあるＳＴＡに
送信されるブロードキャストメッセージの利用によって達成され得る。別の態様では、Ｓ
ＴＡ番号は、アクセスポイントからＭＵ－ＭＩＭＯの能力のあるＳＴＡの各々に異なるユ
ニキャストメッセージを送信することにより割り当てられ得る。例えば、ユニキャストメ
ッセージは、アクセスポイントにＭＵ－ＭＩＭＯの能力のあるＳＴＡを関連させる手順の
間に送信され得る。
【００５９】
　現開示の態様では、全てのグループに関するＳＴＡ番号は、全てのＭＵ－ＭＩＭＯの能
力のあるＳＴＡに無作為に割り当てられ得る。無作為に割り当てられたＳＴＡ番号（つま
り、ストリーム割当に関するグループ中で無作為に割り当てられた位置）の各々は、対応
するＳＴＡＩＤ（局識別子）の関数によって起源とされる擬似乱数ジェネレータを使用し
て計算され得る。現開示の別の態様では、ＳＴＡ番号の割当は、全てのグループ中で１ペ
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アのＳＴＡに同じＳＴＡ番号を与えないようにするように、つまり、１ペアのＳＴＡが少
なくとも１つのグループ中でストリーム割当に関する異なる位置を持つことができるよう
に、実行され得る。
【００６０】
　ｙビットがプリアンブルのグループＩＤフィールドについて利用され、例えば、各グル
ープＩＤに関して、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信当たり４つのサポートされたＳＴＡがある場合、
その場合、各グループＩＤについて、ＳＴＡの全セットは、４つのサブセットに分割され
得る。各サブセットは、１つのＳＴＡ番号に相当し得る。グループ当たりのサポートされ
たＳＴＡの組合せの合計数は、(N/4)4とほぼ等しくなり得る。ここで、Nは、サポートさ
れたＳＴＡの数である。一態様では、トラフィックの到着は、無作為であり得る。この典
型的なケースでは、可能なＳＴＡの組合せの合計数は、NC4と等しく、つまり、N個の要素
からの4つの要素の組み合わせの数と等しくなり得る。
【００６１】
　一態様では、無作為に選ばれたＳＴＡの組合せがグループＩＤによって指定されたグル
ープ中で見つからない確率は、
【数１】

【００６２】
として与えられることができ、大きなＮについては１－２４／２５６にほぼ等しくなり得
る。無作為に選ばれたＳＴＡの組合せがグループＩＤによって指定され得る任意のグルー
プ中で見つからない可能性は、
【数２】

【００６３】
に等しくなり得る。
【００６４】
　図５は、グループＩＤビットｙの異なる数に関して、サポートされたＳＴＡ　Nの合計
数の関数として式（２）から与えられる確率のグラフ５００を示す。ここで、４つのＳＴ
Ａは、一度に無作為にスケジュールされ得る。１００個のＭＵ－ＭＩＭＯの能力のあるＳ
ＴＡ及び４ビットのグループＩＤ（つまり、Ｎ＝１００及びｙ＝４）を備えた基本サービ
スセット（ＢＳＳ）については、特定のＳＴＡの組合せを見つけないおよそ１８％の見込
み（図５中のプロット５０２）があり得ることは、図５から観察され得る。この確率は、
５ビットのグループＩＤで４％未満（図５中のプロット５０４）、６ビットのグループＩ
Ｄでおよそ０．１％（図５中のプロット５０６）まで減らされ得る。
【００６５】
　図６は、現開示のある態様に従って、グループＩＤに関してアクセスポイントで実行さ
れ得る一例となる動作を示す。６０２で、アクセスポイントは、複数のＳＴＡのうちの各
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ＳＴＡに、１以上の空間ストリームを割り当てるために、複数のグループからの複数のＳ
ＴＡの各グループにおけるＳＴＡの位置を知らせる。６０４では、アクセスポイントは、
同時データ送信を受信するための２ｙまでの複数のグループにおけるグループを識別する
ｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成する。一態様では、第１のフィー
ルドは、グループＩＤフィールドを含み得る。６０６では、アクセスポイントは、グルー
プから選択された複数のＳＴＡのセットに向う同時データ送信に先行する第１のフィール
ドを備える少なくともプリアンブルの一部分を複数のＳＴＡに送信する。ここで、セット
から各ＳＴＡへの同時データ送信の１以上の空間ストリームの割当は、プリアンブルの一
部分によって、及びグループ中のそのＳＴＡの知らされた位置によって、特定され得る。
【００６６】
　一態様では、グループの各々は、複数のＳＴＡの複数のセットを含み得る。一態様では
、プリアンブルの一部分は、セットから各ＳＴＡに割り当てられる空間ストリームの数を
示す第２のフィールドを含み得る。ここで、第２のフィールドは、信号（ＳＩＧ）フィー
ルド（例えば、ＶＨＴ－ＳＩＧＡフィールド）を含み得る。一態様では、複数のＳＴＡの
うちの１つへの位置の知らせ(indication)は、そのＳＴＡがメンバーである2yグループの
サブセットのためにのみ実行され得る。一態様では、知らせは、そのＳＴＡへのメッセー
ジ（ブロードキャストメッセージまたはユニキャストメッセージ）を送信することを含み
得る。さらに、サブセットは、2yビットのビットマップを使用して、メッセージ中で識別
され得る。
【００６７】
　図７は、現開示のある態様に従って、複数のＳＴＡのうちの１つのＳＴＡで実行され得
る一例となる動作７００を示す。７０２では、ＳＴＡは、アクセスポイントから、複数の
グループからの複数のＳＴＡの各グループにおけるＳＴＡの位置に関する知らせを得るこ
とができる。７０４では、ＳＴＡは、グループから選択された複数のＳＴＡのセットに向
う同時データ送信を受信するための２ｙまでの複数のグループにおけるグループを識別す
るｙビットの第１のフィールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信し得る。一
態様では、第１のフィールドは、グループＩＤフィールドを含み得る。７０６では、ＳＴ
Ａは、同時データ送信の１以上の空間ストリームがＳＴＡに割り当てられる場合、プリア
ンブルの一部分及びグループ中のＳＴＡの知らされた位置の少なくとも一部に基づいて決
定し得る。一態様では、１以上の空間ストリームがＳＴＡに割り当てられるかどうかを決
定することは、第１のフィールドの値及びグループ中の装置の知らされた位置と、ＳＴＡ
の識別子とを比較することを含む。
【００６８】
　一態様では、第１のフィールドは、グループの中の複数のＳＴＡの複数のセットを識別
できる。一態様では、受信プリアンブルの一部分は、セットから各ＳＴＡに割り当てられ
る同時データ送信の空間ストリームの数を示す第２のフィールドを含み得る。ここで、第
２のフィールドは、信号（ＳＩＧ）フィールド（例えばＶＨＴ－ＳＩＧＡフィールド）を
含み得る。一態様では、ＳＴＡの位置に関する知らせは、ＳＴＡがメンバーである2yグル
ープのサブセットのみと関連し得る。一態様では、位置に関する知らせは、メッセージ（
ブロードキャストメッセージまたはユニキャストメッセージ）中で得ることができる。さ
らに、サブセットは、2yビットのビットマップを使用して、メッセージ中で識別され得る
。
【００６９】
　一態様では、ＳＴＡは、知らせに応答して、グループ中の位置が１以上の空間ストリー
ムを割り当てるための同一グループ中の他の位置と異なることを識別するメッセージを送
信できる。ここで、その位置及び他の位置は、異なる装置によって割り当てられた。メッ
セージは、さらに、装置が既にメンバーであるグループのサブセットまたはサブセット中
のグループに関連した装置の空間ストリーム位置のうちの少なくとも１つについての情報
をさらに備え得る。
【００７０】
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　追加のメッセージを必要としないであろう多重定義、グループ定義及びアクセスポイン
トと関連付けられたユーザＳＴＡに関して現開示のサポートのうちのある態様を要約する
。ＳＴＡのほぼあらゆる組合せは、送信プリアンブルの６ビットのグループＩＤフィール
ド及びすべてのＳＴＡに（例えば、関連手順中に）送信される一度だけのメッセージでサ
ポートされ得る。一態様では、アクセスポイントは、全てのＳＴＡ、つまり、全てのグル
ープ中のそのＳＴＡに関するＳＴＡ番号についての単純な記録を維持することのみが必要
とされ得る。提案された技術の適用によって、ＭＵ－ＭＩＭＯ受信者を前もって予測する
ことは、必要とされないであろう。
【００７１】
　上述の方法の様々な動作は、対応する機能を実行することか可能な任意の適切な手段に
よって実行され得る。手段は、様々なハードウェア及び／またはソフトウェア構成要素及
び／またはモジュールを含み得るが、回路、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）またはプ
ロセッサに限定されない。一般的に、図に示された動作があるが、これらの動作が、類似
の番号が付された対応する同等の手段プラス機能の構成要素を有していてもよい。例えば
、図６及び７に示された動作６００及び７００は、図６Ａおよび７Ａの中で示されるコン
ポーネント６００Ａ及び７００Ａに相当する。
【００７２】
　この中で使用されるように、用語「決定すること」は、種々様々の動作を包含する。例
えば、「決定すること」は、計算すること、演算すること、処理すること、導き出すこと
、調査すること、検索すること（例えば、テーブル、データベースまたは他のデータ構造
を検索すること）、確認することなどを含み得る。さらに、「決定すること」は、受信す
ること（例えば、情報を受信すること）、アクセスすること（例えば、メモリ中のデータ
にアクセスすること）などを含み得る。さらに、「決定すること」は、解決すること、選
択すること、選ぶこと、確立することなどを含み得る。
【００７３】
　この中で使用されているように、アイテムのリスト「のうちの少なくとも１つ」と言わ
れる句は、単一の構成を含むこれらのアイテムの任意の組み合わせを指す。例として、「
ａ、ｂまたはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ及び
ａ－ｂ－ｃを包含するように意図される。
【００７４】
　上述の方法の様々な動作は、様々なハードウェア及び／またはソフトウェア構成要素、
回路及び／またはモジュールのような動作を実行することが可能な任意の適切な手段によ
って実行され得る。一般的に、図に示される任意の動作は、動作を実行可能な対応する機
能的な手段によって実行され得る。
【００７５】
　例えば、送信するための手段は、例えばアクセスポイント１１０の図２からの送信機２
２２または無線デバイス３０２の図３からの送信機３１０である送信機を含み得る。示す
ための手段は、アクセスポイント１１０の図２からのプロセッサ２１０、無線デバイス３
０２の図３からの送信機２２２、プロセッサ３０４または送信機３１０である特定用途向
け集積回路を含み得る。生成するための手段は、例えばプロセッサ２１０またはプロセッ
サ３０４である特定用途向け集積回路を含み得る。受信するための手段は、例えば、ユー
ザー端末１２０の図２からの受信機２５４または無線デバイス３０２の図３からの受信機
３１２である受信機を含み得る。取得するための手段は、例えば、ユーザ端末１２０の図
２からのプロセッサ２７０、受信機２５４、プロセッサ３０４または受信機３１２である
特定用途向け集積回路を含み得る。決定するための手段は、例えば、プロセッサ２７０ま
たはプロセッサ３０４である特定用途向け集積回路を含み得る。比較するための手段は、
例えば、プロセッサ２１０またはプロセッサ３０４である特定用途向け集積回路を含み得
る。
【００７６】
　現開示に関連して記述された様々な実例となる論理ブロック、モジュール及び回路は、
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汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル
ロジックデバイス（ＰＬＤ）、個別のゲートまたはトランジスター論理、個別のハードウ
ェア構成要素またはこの中で記述された機能を実行するために設計される任意の組み合わ
せによって実施または実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得る
が、代案としては、そのプロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイク
ロコントローラまたはステートマシンである得る。プロセッサは、さらに、コンピューテ
ィングデバイス、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロ
セッサ、ＤＳＰコアと連動する１以上のマイクロプロセッサまたは任意の他のそのような
構成の組合せとして実施され得る。
【００７７】
　現開示に関連して記述された方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウェア、プ
ロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールまたは２つの組合せで直接具体化さ
れ得る。ソフトウェアモジュールは、技術的に知られている記憶媒体の任意の形式に存在
し得る。使用され得る記憶媒体のいくつかの例は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、
読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメ
モリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭなどを含む。ソ
フトウェアモジュールは、単一命令または多くの命令を含むことができ、異なるプログラ
ム内で、及び多数の記憶媒体を横断して、いくつかの異なる命令セグメント上に分散され
得る。記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み出せる、及び記憶媒体に情報を
書き込めるようにプロセッサに繋がれ得る。代案では、記憶媒体は、プロセッサに統合し
得る。
【００７８】
　この中で開示された方法は、記述された方法を達成するための１以上のステップまたは
アクションを含む。方法ステップ及び／またはアクションは、請求項の範囲から外れるこ
となく、互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたはアクションの特定の順序が
指定されなければ、順序、及び／または、特定のステップ及び／またアクションの使用は
、請求項の範囲から外れることなく変更され得る。
【００７９】
　記述された関数は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェアまたはそれらの任意
の組合せ中で実施され得る。ソフトウェア中で実施される場合、関数は、コンピュータ可
読媒体上で１以上の指示またはコードとして格納または送信され得る。コンピュータ可読
媒体は、コンピュータ記憶媒体及びある場所から別の場所へコンピュータプログラムの転
送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体の両方を含み得。記憶媒体は、コンピュータに
よってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。一例として、そのようなコン
ピュータは、限定されないが、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の
光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶装置、または、希望の
プログラムコードを命令またはデータ形式で運ぶまたは格納するために使用される、また
は、コンピュータよってアクセスされ得る任意の他の媒体を含み得る。さらに、任意の接
続は、適切にコンピュータ可読媒体と名付けられる。例えば、ソフトウェアが同軸ケーブ
ル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または、赤外
線（ＩＲ）、無線及びマイクロ波のような無線技術を使用してウェブサイトサーバまたは
他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペ
ア、ＤＳＬ、または、赤外線（ＩＲ）、技術及びマイクロ波のような無線技術は、媒体の
定義に含まれる。この中で使用されるようなディスク(Disk)及びディスク(Disc)は、コン
パクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、ディジタルバー
サタイルディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイ（登録
商標）ディスクを含み、ここで、ディスク(Disks)は、通常、時期的にデータを再生し、
ディスク(Discs)は、レーザーでデータを光学的に再生する。したがって、いくつかの態
様では、コンピュータ可読媒体は、非一時的non-transitory ()なコンピュータ可読媒体
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コンピュータ可読媒体は、一時的な(transitory)コンピュータ可読媒体（例えば、信号）
を含み得る。上記の組合せは、さらに、コンピュータ可読媒体の範囲内で含まれるべきで
ある。
【００８０】
　したがって、ある態様は、この中で示される動作を実行するためのコンピュータプログ
ラムプロダクトを含み得る。例えば、そのようなコンピュータプログラムプロダクトは、
そこに格納（及び／または符号化された）命令を有するコンピュータ可読媒体を含み得る
。命令は、この中で記述された動作を実行するための１以上のプロセッサによって実行可
能である。ある態様に関して、コンピュータプログラムプロダクトは、包装材料(packagi
ng material)を含み得る。
【００８１】
　ソフトウェアまたは命令は、さらに、伝送媒体上で送信され得る。例えば、ソフトウェ
アが同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）
、または、赤外線（ＩＲ）、無線及びマイクロ波のような無線技術を使用してウェブサイ
トサーバまたは他の遠隔ソースから送信される場合、光ファイバーケーブル、ツイストペ
ア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または、赤外線（ＩＲ）、無線及びマイクロ波のよう
な無線技術は、伝送媒体の定義に含まれ得る。
【００８２】
　さらに、この中に記述された方法及び技術を実行するためのモジュール及び／または他
の適切な手段がダウンロードされ得、及び／または、そうでなければ、適用可能なものと
してユーザ端末及び／または基地局によって得られ得ることは、認識されるべきである。
例えば、そのようなデバイスは、この中に記述されている方法を実行するための手段の転
送を容易にするために、サーバに繋がれ得る。あるいは、ユーザ端末及び／または基地局
がデバイスに記憶手段をつなぐ、または提供する様々な方法を得られ得るように、この中
に記述された様々な方法は、記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（
ＣＤ）またはフロッピーディスクのような物理的な記憶媒体など）によって提供さる得る
。さらに、この中に記述されている方法及び技術をデバイスに提供するための任意の他の
ふさわしい技術は、利用され得る。
【００８３】
　さらに、現開示に記述された方法及び技術を実行するための通信デバイスは、装置にお
いて送信される、または受信される信号に基づく機能を実行する様々な構成要素を含み得
る。いくつかの態様では、通信デバイスは、アクセスポイント、スマートフォン、タブレ
ット、テレビジョンディスプレイ、フリップカム(flip-cam)、セキュリティビデオカメラ
、ディジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、セットトップボックスキオスクまたはメディア
センタを含み得る。現開示の態様によれば、通信装置は、無線通信規格のＩＥＥＥ　８０
２．１１ファミリにしたがって動作し得る。
【００８４】
　請求項が上記示された正確な構成及び構成要素に制限されないことは理解されるべきで
ある。様々な変更、変化及びバリエーションは、請求項の範囲から外れることなく、上述
された方法及び装置の並び、動作及び詳細でなされ得る。
【００８５】
　前述のものが現開示の態様に導かれているが、開示の他の及びさらなる態様は、その基
礎的な範囲から外れることなしに考案されることができ、その範囲は、以下の請求項によ
って決定される。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図６Ａ】 【図７】
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【図７Ａ】

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月27日(2012.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の装置のうちの各装置に、マルチユーザ多入力多出力、ＭＩＭＯ送信に関する１以
上の空間ストリームを割り当てるために、複数のグループからの前記複数の装置の各グル
ープにおける前記装置の位置を知らせることと、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成することと、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う前記同時データ送信に先行
する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数の装
置に送信することと、ここで、前記セットから各装置への前記同時データ送信の１以上の
空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び前記グループ中のそ
の装置の前記知らされた位置によって、特定される、
　を備え、
　ここで、前記装置の位置は、全ての前記グループに無作為に割り当てられる、
無線通信方法。
【請求項２】
　前記複数のグループの各々は、前記複数の装置の複数のセットを含む、請求項１記載の
方法。
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【請求項３】
　前記プリアンブルの一部分は、前記セットから各装置に割り当てられる前記空間ストリ
ームの数を示す第２のフィールドを含む、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記知らせは、全ての前記複数の装置へブロードキャストメッセージを送信すること、
またはユニキャストメッセージを送信することの少なくとも１つを含む、請求項１記載の
方法。
【請求項５】
　前記ユニキャストメッセージは、前記ユニキャストメッセージを受信することに向けら
れた前記複数の装置のうちの１つを関連させる手順の間に送信される、請求項４記載の方
法。
【請求項６】
　前記無作為に割り当てられた位置の各々は、前記装置の識別子の関数によって起源とさ
れる擬似乱数ジェネレータを使用して計算される、請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記知らせは、前記複数の装置の１ペアに、前記複数のグループの少なくとも１つの中
で異なる位置を知らせることを含む、請求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の装置の１つへの前記位置の知らせは、その装置がメンバーである前記２ｙグ
ループのサブセットのためにのみ実行される、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記知らせは、その装置へメッセージを送信することを含み、前記サブセットは、２ｙ

ビットのビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される、請求項８記載の方法
。
【請求項１０】
　複数の他の装置のうちの各装置に、マルチユーザ多入力多出力、ＭＩＭＯ送信に関する
１以上の空間ストリームを割り当てるために、複数のグループからの前記複数の他の装置
の各グループにおける前記他の装置の位置を知らせるように構成された第１の回路と、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成するように構成された第２
の回路と、
　前記グループから選択された前記複数の他の装置のセットに向う前記同時データ送信に
先行する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数
の他の装置に送信するように構成された送信機と、ここで、前記セットから各装置への前
記同時データ送信の１以上の空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によっ
て、及び前記グループ中のその装置の前記知らされた位置によって、特定される、
　を備え、
　前記装置の位置は、全ての前記グループに無作為に割り当てられる、
無線通信装置。
【請求項１１】
　前記複数のグループの各々は、前記複数の他の装置の複数のセットを含む、請求項１０
記載の装置。
【請求項１２】
　前記プリアンブルの一部分は、前記セットから各装置に割り当てられる前記空間ストリ
ームの数を示す第２のフィールドを含む、請求項１０記載の装置。
【請求項１３】
　前記第１の回路は、さらに、全ての前記複数の他の装置へブロードキャストメッセージ
またはユニキャストメッセージの少なくとも１つを送信するように構成されている、請求
項１０記載の装置。
【請求項１４】
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　前記ユニキャストメッセージは、前記ユニキャストメッセージを受信することに向けら
れた前記複数の他の装置のうちの１つを関連させる手順の間に送信される、請求項１３記
載の装置。
【請求項１５】
　前記無作為に割り当てられた位置の各々は、前記他の装置の識別子の関数によって起源
とされる擬似乱数ジェネレータを使用して計算される、請求項１０記載の装置。
【請求項１６】
　前記第１の回路は、さらに、前記複数の他の装置のペアに、前記複数のグループの少な
くとも１つの中で異なる位置を知らせるように構成されている、請求項１０記載の装置。
【請求項１７】
　前記複数の他の装置のうちの１つへの前記位置の知らせは、その他の装置がメンバーで
ある前記２ｙグループのサブセットのためにのみ実行される、請求項１０記載の装置。
【請求項１８】
　前記第１の回路は、さらに、その他の装置へメッセージを送信するように構成され、前
記サブセットは、２ｙビットのビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される
、請求項１７記載の装置。
【請求項１９】
　複数の他の装置のうちの各装置に、マルチユーザ多入力多出力、ＭＩＭＯ送信に関する
１以上の空間ストリームを割り当てるために、複数のグループからの前記複数の他の装置
の各グループにおける前記他の装置の位置を知らせるための手段と、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成するための手段と、
　前記グループから選択された前記複数の他の装置のセットに向う前記同時データ送信に
先行する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数
の他の装置に送信するための手段と、ここで、前記セットから各装置への前記同時データ
送信の１以上の空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び前記
グループ中のその装置の前記知らされた位置によって、特定される、
　を備え、
　前記装置の位置は、全ての前記グループに無作為に割り当てられる、
無線通信装置。
【請求項２０】
　前記複数のグループの各々は、前記複数の他の装置の複数のセットを含む、請求項１９
記載の装置。
【請求項２１】
　前記プリアンブルの一部分は、前記セットから各装置に割り当てられる前記空間ストリ
ームの数を示す第２のフィールドを含む、請求項１９記載の装置。
【請求項２２】
　前記知らせるための手段は、全ての前記複数の他の装置へブロードキャストメッセージ
を送信するための手段またはユニキャストメッセージを送信するための手段の少なくとも
１つ含む、請求項１９記載の装置。
【請求項２３】
　前記ユニキャストメッセージは、前記ユニキャストメッセージを受信することに向けら
れた前記複数の他の装置のうちの１つを関連させる手順の間に送信される、請求項２２記
載の装置。
【請求項２４】
　前記無作為に割り当てられた位置の各々は、前記他の装置の識別子の関数によって起源
とされる擬似乱数ジェネレータを使用して計算される、請求項１９記載の装置。
【請求項２５】
　前記知らせるための手段は、さらに、前記複数の他の装置のペアに、前記複数のグルー
プの少なくとも１つの中で異なる位置を知らせるための手段を含む、請求項１９記載の装
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置。
【請求項２６】
　前記複数の他の装置のうちの１つへの前記位置の知らせは、その他の装置がメンバーで
ある前記２ｙグループのサブセットのためにのみ実行される、請求項１９記載の装置。
【請求項２７】
　前記知らせるための手段は、さらに、その他の装置へメッセージを送信するように構成
され、前記サブセットは、２ｙビットのビットマップを使用して、前記メッセージ中で識
別される、請求項２６記載の装置。
【請求項２８】
　複数の装置のうちの各装置に、マルチユーザ多入力多出力、ＭＩＭＯ送信に関する１以
上の空間ストリームを割り当てるために、複数のグループからの前記複数の装置の各グル
ープにおける前記装置の位置を知らせる、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成する、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う前記同時データ送信に先行
する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数の装
置に送信する、ここで、前記セットから各装置への前記同時データ送信の１以上の空間ス
トリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び前記グループ中のその装置
の前記知らされた位置によって、特定される、
　ここで、前記装置の位置は、全ての前記グループに無作為に割り当てられる、
　を実行可能な命令を備えるコンピュータ可読媒体を備える無線通信のためのコンピュー
タプログラムプロダクト。
【請求項２９】
　少なくとも１つのアンテナと、
　複数の装置のうちの各装置に、マルチユーザ多入力多出力、ＭＩＭＯ送信に関する１以
上の空間ストリームを割り当てるために、複数のグループからの前記複数の装置の各グル
ープにおける前記装置の位置を知らせるように構成された第１の回路と、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成するための第２の回路と、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う前記同時データ送信に先行
する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数の装
置に送信するように構成された送信機と、ここで、前記セットから各装置への前記同時デ
ータ送信の１以上の空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び
前記グループ中のその装置の前記知らされた位置によって、特定される、
　を備え、
　ここで、前記装置の位置は、全ての前記グループに無作為に割り当てられる、
通信デバイス。
【請求項３０】
　複数の装置のうちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置の各グループ
における前記装置の位置に関する知らせを得ることと、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信する
ための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィ
ールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信することと、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記
プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも
一部に基づいて、決定する、ここで、前記空間ストリームは、マルチユーザ多入力多出力
、ＭＩＭＯ送信に関する、
　前記知らせに応答して、前記グループ中の前記位置が前記１以上の空間ストリームを割
り当てるための前記同一グループ中の前記装置の他の位置と異なることを示すメッセージ
を送信することと、ここで、前記位置及び前記他の位置は、異なる装置によって割り当て
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られていた、
　を備える、無線通信方法。
【請求項３１】
　決定することは、前記第１のフィールドの値または前記グループ中の前記装置の前記知
らされた位置の少なくとも１つと前記装置の識別子とを比較する、請求項３０記載の方法
。
【請求項３２】
　前記プリアンブルの一部分内で、前記セットから各装置に割り当てられる前記同時デー
タ送信の空間ストリームの数を示す第２のフィールドを受信することをさらに含む、請求
項３０記載の方法。
【請求項３３】
　全ての前記グループ中の前記装置の位置についての前記知らせを備えるメッセージを受
信することをさらに含み、前記メッセージは、全ての前記複数の装置により受信されるブ
ロードキャストメッセージまたは前記装置によってのみ受信されるユニキャストメッセー
ジの少なくとも１つを含む、請求項３０記載の方法。
【請求項３４】
　前記ユニキャストメッセージは、前記装置の関連する手順の間に受信される、請求項３
３記載の方法。
【請求項３５】
　前記装置の位置に関する前記知らせは、前記装置がメンバーである前記２ｙグループの
サブセットのみと関連する、請求項３０記載の方法。
【請求項３６】
　位置についての前記知らせは、メッセージ中で得られ、前記サブセットは、２ｙビット
のビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される、請求項３５記載の方法。
【請求項３７】
　前記メッセージは、前記装置がメンバーである前記グループのサブセットの少なくとも
１つについての情報または前記サブセット中のグループと関連した前記装置の空間ストリ
ーム位置を含む、請求項３０記載の方法。
【請求項３８】
　複数の装置のうちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置の各グループ
における前記装置の位置についての知らせを得るように構成された第１の回路と、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信する
ための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィ
ールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信するように構成された受信機と、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記
プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも
一部に基づいて、決定するように構成された第２の回路と、ここで、前記空間ストリーム
は、マルチユーザ多入力多出力、ＭＩＭＯ送信に関する、
　前記知らせに応答して、前記グループ中の前記位置が前記１以上の空間ストリームを割
り当てるための前記同一グループ中の前記装置の他の位置と異なることを示すメッセージ
を送信するように構成された送信機と、ここで、前記位置及び前記他の位置は、異なる装
置によって割り当てられていた、
　を備える、無線通信装置。
【請求項３９】
　前記第２の回路は、さらに、前記第１のフィールドの値または前記グループ中の前記装
置の前記知らされた位置の少なくとも１つと前記装置の識別子とを比較するように構成さ
れている、請求項３８記載の装置。
【請求項４０】
　前記受信機は、さらに、前記プリアンブルの一部分内で、前記セットから各装置に割り
当てられる前記同時データ送信の空間ストリームの数を示す第２のフィールドを受信する
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ように構成され、
前記装置は、さらに、前記第２のフィールド及び前記グループ中の前記装置の前記知らさ
れた位置に基づいて前記装置に割り当てられた前記１以上の空間ストリームを決定するよ
うに構成された第３の回路を備える、請求項３８記載の装置。
【請求項４１】
　前記第１の回路は、さらに、全ての前記グループ中の前記装置の位置についての前記知
らせを備えるメッセージを受信するように構成され、前記メッセージは、全ての前記複数
の装置により受信されるブロードキャストメッセージまたは前記装置によってのみ受信さ
れるユニキャストメッセージの少なくとも１つを含む、請求項３８記載の装置。
【請求項４２】
　前記ユニキャストメッセージは、前記装置の関連する手順の間に受信される、請求項４
１記載の装置。
【請求項４３】
　前記装置の位置に関する前記知らせは、前記装置がメンバーである前記２ｙグループの
サブセットにのみ関連する、請求項３８記載の装置。
【請求項４４】
　位置についての前記知らせは、メッセージ内で得られ、前記サブセットは、２ｙビット
のビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される、請求項４３記載の装置。
【請求項４５】
　前記メッセージは、前記装置がメンバーである前記グループのサブセットの少なくとも
１つについての情報または前記サブセット中のグループと関連付けられた前記装置の空間
ストリーム位置を含む、請求項３８記載の装置。
【請求項４６】
　複数の装置のうちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置の各グループ
における前記装置の位置についての知らせを得るための手段と、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信する
ための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィ
ールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信するための手段と、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記
プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも
一部に基づいて、決定するための手段と、ここで、前記空間ストリームは、マルチユーザ
多入力多出力、ＭＩＭＯ送信に関する、
　前記知らせに応答して、前記グループ中の前記位置が前記１以上の空間ストリームを割
り当てるための前記同一グループ中の前記装置の他の位置と異なることを示すメッセージ
を送信するための手段と、ここで、前記位置及び前記他の位置は、異なる装置によって割
り当てられていた、
　を備える、無線通信装置。
【請求項４７】
　前記決定するための手段は、前記第１のフィールドの値または前記グループ中の前記装
置の前記知らされた位置の少なくとも１つと前記装置の識別子とを比較するための手段を
含む、請求項４６記載の装置。
【請求項４８】
　前記受信するための手段は、さらに、前記プリアンブルの一部分内で、前記セットから
各装置に割り当てられる前記同時データ送信の空間ストリームの数を示す第２のフィール
ドを受信するように構成され、前記装置は、さらに、前記第２のフィールド及び前記グル
ープ中の前記装置の前記知らされた位置に基づいて前記装置に割り当てられた前記１以上
の空間ストリームを決定するための手段を備える、請求項４６記載の装置。
【請求項４９】
　　全ての前記グループ中の前記装置の位置についての前記知らせを備えるメッセージを
受信するための手段をさらに備え、前記メッセージは、全ての前記複数の装置により受信
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されるブロードキャストメッセージまたは前記装置によってのみ受信されるユニキャスト
メッセージの少なくとも１つを含む、請求項４６記載の装置。
【請求項５０】
　前記ユニキャストメッセージは、前記装置の関連する手順の間に受信される、請求項４
９記載の装置。
【請求項５１】
　前記装置の位置に関する前記知らせは、前記装置がメンバーである前記２ｙグループの
サブセットにのみ関連する、請求項４６記載の装置。
【請求項５２】
　位置についての前記知らせは、メッセージ内で得られ、前記サブセットは、２ｙビット
のビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される、請求項５１記載の装置。
【請求項５３】
　前記メッセージは、前記装置がメンバーである前記グループのサブセットの少なくとも
１つについての情報または前記サブセット中のグループと関連付けられた前記装置の空間
ストリーム位置を含む、請求項４６記載の装置。
【請求項５４】
　複数の装置のうちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置の各グループ
における前記装置の位置についての知らせを得る、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信する
ための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィ
ールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信する、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記
プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも
一部に基づいて、決定する、ここで、前記空間ストリームは、マルチユーザ多入力多出力
、ＭＩＭＯ送信に関する、
　前記知らせに応答して、前記グループ中の前記位置が前記１以上の空間ストリームを割
り当てるための前記同一グループ中の前記装置の他の位置と異なることを示すメッセージ
を送信する、ここで、前記位置及び前記他の位置は、異なる装置によって割り当てられて
いた、
　ことを実行可能な命令を備えるコンピュータ可読媒体を備える無線通信のためのコンピ
ュータプログラムプロダクト。
【請求項５５】
　少なくとも１つのアンテナと、
　複数の無線ノードのうちの無線ノードにおいて、複数のグループからの前記複数の無線
ノードの各グループにおける前記無線ノードの位置についての知らせを得るように構成さ
れた第１の回路と、
　前記グループから選択された前記複数の無線ノードのセットに向う同時データ送信を受
信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１
のフィールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信するように構成された受信機
と、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記無線ノードに割り当てられる場合
、前記プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記無線ノードの前記知らされた位置
の少なくとも一部に基づいて、決定するように構成された第２の回路と、ここで、前記空
間ストリームは、マルチユーザ多入力多出力、ＭＩＭＯ送信に関する、
　前記知らせに応答して、前記グループ中の前記位置が前記１以上の空間ストリームを割
り当てるための前記同一グループ中の前記装置の他の位置と異なることを示すメッセージ
を送信するように構成された送信機と、ここで、前記位置及び前記他の位置は、異なる装
置によって割り当てられていた、
　を備える、無線ノード。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　前述のものが現開示の態様に導かれているが、開示の他の及びさらなる態様は、その基
礎的な範囲から外れることなしに考案されることができ、その範囲は、以下の請求項によ
って決定される。
以下、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載の発明を付記する。　
　　［１］　複数の装置のうちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り当てるために
、複数のグループからの前記複数の装置の各グループにおける前記装置の位置を知らせる
ことと、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成することと、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う前記同時データ送信に先行
する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数の装
置に送信することと、ここで、前記セットから各装置への前記同時データ送信の１以上の
空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び前記グループ中のそ
の装置の前記知らされた位置によって、特定される、
　を備える、無線通信方法。
　　［２］　前記複数のグループの各々は、前記複数の装置の複数のセットを含む、［１
］記載の方法。
　　［３］　前記プリアンブルの一部分は、前記セットから各装置に割り当てられる前記
空間ストリームの数を示す第２のフィールドを含む、［１］記載の方法。
　　［４］　前記知らせは、全ての前記複数の装置へブロードキャストメッセージを送信
すること、またはユニキャストメッセージを送信することの少なくとも１つを含む、［１
］記載の方法。
　　［５］　前記ユニキャストメッセージは、前記ユニキャストメッセージを受信するこ
とに向けられた前記複数の装置のうちの１つを関連させる手順の間に送信される、［４］
記載の方法。
　　［６］　前記装置の位置は、全ての前記グループに無作為に割り当てられる、［１］
記載の方法。
　　［７］　前記無作為に割り当てられた位置の各々は、前記装置の識別子の関数によっ
て起源とされる擬似乱数ジェネレータを使用して計算される、［６］記載の方法。
　　［８］　前記知らせは、前記複数の装置の１ペアに、前記複数のグループの少なくと
も１つの中で異なる位置を知らせることを含む、［１］記載の方法。
　　［９］　前記複数の装置の１つへの前記位置の知らせは、その装置がメンバーである
前記２ｙグループのサブセットのためにのみ実行される、［１］記載の方法。
　　［１０］　前記知らせは、その装置へメッセージを送信することを含み、前記サブセ
ットは、２ｙビットのビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される、［９］
記載の方法。
　　［１１］　複数の他の装置のうちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り当てる
ために、複数のグループからの前記複数の他の装置の各グループにおける前記他の装置の
位置を知らせるように構成された第１の回路と、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成するように構成された第２
の回路と、
　前記グループから選択された前記複数の他の装置のセットに向う前記同時データ送信に
先行する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数
の他の装置に送信するように構成された送信機と、ここで、前記セットから各装置への前
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記同時データ送信の１以上の空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によっ
て、及び前記グループ中のその装置の前記知らされた位置によって、特定される、
　を備える、無線通信装置。
　　［１２］　前記複数のグループの各々は、前記複数の他の装置の複数のセットを含む
、［１１］記載の装置。
　　［１３］　前記プリアンブルの一部分は、前記セットから各装置に割り当てられる前
記空間ストリームの数を示す第２のフィールドを含む、［１１］記載の装置。
　　［１４］　前記第１の回路は、さらに、全ての前記複数の他の装置へブロードキャス
トメッセージまたはユニキャストメッセージの少なくとも１つを送信するように構成され
ている、［１１］記載の装置。
　　［１５］　前記ユニキャストメッセージは、前記ユニキャストメッセージを受信する
ことに向けられた前記複数の他の装置のうちの１つを関連させる手順の間に送信される、
［１４］記載の装置。
　　［１６］　前記他の装置の位置は、全ての前記グループに無作為に割り当てられる、
［１１］記載の装置。
　　［１７］　前記無作為に割り当てられた位置の各々は、前記他の装置の識別子の関数
によって起源とされる擬似乱数ジェネレータを使用して計算される、［１６］記載の装置
。
　　［１８］　前記第１の回路は、さらに、前記複数の他の装置のペアに、前記複数のグ
ループの少なくとも１つの中で異なる位置を知らせるように構成されている、［１１］記
載の装置。
　　［１９］　前記複数の他の装置のうちの１つへの前記位置の知らせは、その他の装置
がメンバーである前記２ｙグループのサブセットのためにのみ実行される、［１１］記載
の装置。
　　［２０］　前記第１の回路は、さらに、その他の装置へメッセージを送信するように
構成され、前記サブセットは、２ｙビットのビットマップを使用して、前記メッセージ中
で識別される、［１９］記載の装置。
　　［２１］　複数の他の装置のうちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り当てる
ために、複数のグループからの前記複数の他の装置の各グループにおける前記他の装置の
位置を知らせるための手段と、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成するための手段と、
　前記グループから選択された前記複数の他の装置のセットに向う前記同時データ送信に
先行する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数
の他の装置に送信するための手段と、ここで、前記セットから各装置への前記同時データ
送信の１以上の空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び前記
グループ中のその装置の前記知らされた位置によって、特定される、
　を備える、無線通信装置。
　　［２２］　前記複数のグループの各々は、前記複数の他の装置の複数のセットを含む
、［２１］記載の装置。
　　［２３］　前記プリアンブルの一部分は、前記セットから各装置に割り当てられる前
記空間ストリームの数を示す第２のフィールドを含む、［２１］記載の装置。
　　［２４］　前記知らせるための手段は、全ての前記複数の他の装置へブロードキャス
トメッセージを送信するための手段またはユニキャストメッセージを送信するための手段
の少なくとも１つ含む、［２１］記載の装置。
　　［２５］　前記ユニキャストメッセージは、前記ユニキャストメッセージを受信する
ことに向けられた前記複数の他の装置のうちの１つを関連させる手順の間に送信される、
［２４］記載の装置。
　　［２６］　前記他の装置の位置は、全ての前記グループに無作為に割り当てられる、
［２１］記載の装置。



(35) JP 2013-529011 A 2013.7.11

　　［２７］　前記無作為に割り当てられた位置の各々は、前記他の装置の識別子の関数
によって起源とされる擬似乱数ジェネレータを使用して計算される、［２６］記載の装置
。
　　［２８］　前記知らせるための手段は、さらに、前記複数の他の装置のペアに、前記
複数のグループの少なくとも１つの中で異なる位置を知らせるための手段を含む、［２１
］記載の装置。
　　［２９］　前記複数の他の装置のうちの１つへの前記位置の知らせは、その他の装置
がメンバーである前記２ｙグループのサブセットのためにのみ実行される、［２１］記載
の装置。
　　［３０］　前記知らせるための手段は、さらに、その他の装置へメッセージを送信す
るように構成され、前記サブセットは、２ｙビットのビットマップを使用して、前記メッ
セージ中で識別される、［２９］記載の装置。
　　［３１］　複数の装置のうちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り当てるため
に、複数のグループからの前記複数の装置の各グループにおける前記装置の位置を知らせ
る、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成する、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う前記同時データ送信に先行
する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数の装
置に送信する、ここで、前記セットから各装置への前記同時データ送信の１以上の空間ス
トリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び前記グループ中のその装置
の前記知らされた位置によって、特定される、
　を実行可能な命令を備えるコンピュータ可読媒体を備える無線通信のためのコンピュー
タプログラムプロダクト。
　　［３２］　少なくとも１つのアンテナと、
　複数の装置のうちの各装置に、１以上の空間ストリームを割り当てるために、複数のグ
ループからの前記複数の装置の各グループにおける前記装置の位置を知らせるように構成
された第１の回路と、
　同時データ送信を受信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識
別するｙビットの第１のフィールドを含むプリアンブルを生成するための第２の回路と、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う前記同時データ送信に先行
する前記第１のフィールドを備える少なくとも前記プリアンブルの一部分を前記複数の装
置に送信するように構成された送信機と、ここで、前記セットから各装置への前記同時デ
ータ送信の１以上の空間ストリームの割当は、前記プリアンブルの一部分によって、及び
前記グループ中のその装置の前記知らされた位置によって、特定される、
　を備える、通信デバイス。
　　［３３］　複数の装置のうちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置
の各グループにおける前記装置の位置に関する知らせを得ることと、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信する
ための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィ
ールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信することと、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記
プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも
一部に基づいて、決定する、
　を備える、無線通信方法。
　　［３４］　決定することは、前記第１のフィールドの値または前記グループ中の前記
装置の前記知らされた位置の少なくとも１つと前記装置の識別子とを比較する、［３３］
記載の方法。
　　［３５］　前記プリアンブルの一部分内で、前記セットから各装置に割り当てられる
前記同時データ送信の空間ストリームの数を示す第２のフィールドを受信することをさら
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に含む、［３３］記載の方法。
　　［３６］　全ての前記グループ中の前記装置の位置についての前記知らせを備えるメ
ッセージを受信することをさらに含み、前記メッセージは、全ての前記複数の装置により
受信されるブロードキャストメッセージまたは前記装置によってのみ受信されるユニキャ
ストメッセージの少なくとも１つを含む、［３３］記載の方法。
　　［３７］　前記ユニキャストメッセージは、前記装置の関連する手順の間に受信され
る、［３６］記載の方法。
　　［３８］　前記装置の位置に関する前記知らせは、前記装置がメンバーである前記２
ｙグループのサブセットのみと関連する、［３３］記載の方法。
　　［３９］　位置についての前記知らせは、メッセージ中で得られ、前記サブセットは
、２ｙビットのビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される、［３８］記載
の方法。
　　［４０］　前記知らせに応答して、前記グループ中の前記位置が前記１以上の空間ス
トリームを割り当てるための前記同一グループ中の前記装置の他の位置と異なることを示
すメッセージを送信することと、をさらに備え、前記位置及び前記他の位置は、異なる装
置によって割り当てられていた、
　［３３］記載の方法。
　　［４１］　前記メッセージは、前記装置がメンバーである前記グループのサブセット
の少なくとも１つについての情報または前記サブセット中のグループと関連した前記装置
の空間ストリーム位置を含む、［４０］記載の方法。
　　［４２］　複数の装置のうちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置
の各グループにおける前記装置の位置についての知らせを得るように構成された第１の回
路と、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信する
ための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィ
ールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信するように構成された受信機と、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記
プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも
一部に基づいて、決定するように構成された第２の回路と、
　を備える、無線通信装置。
　　［４３］　前記第２の回路は、さらに、前記第１のフィールドの値または前記グルー
プ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも１つと前記装置の識別子とを比較する
ように構成されている、［４２］記載の装置。
　　［４４］　前記受信機は、さらに、前記プリアンブルの一部分内で、前記セットから
各装置に割り当てられる前記同時データ送信の空間ストリームの数を示す第２のフィール
ドを受信するように構成され、
前記装置は、さらに、前記第２のフィールド及び前記グループ中の前記装置の前記知らさ
れた位置に基づいて前記装置に割り当てられた前記１以上の空間ストリームを決定するよ
うに構成された第３の回路を備える、［４２］記載の装置。
　　［４５］　前記第１の回路は、さらに、全ての前記グループ中の前記装置の位置につ
いての前記知らせを備えるメッセージを受信するように構成され、前記メッセージは、全
ての前記複数の装置により受信されるブロードキャストメッセージまたは前記装置によっ
てのみ受信されるユニキャストメッセージの少なくとも１つを含む、［４２］記載の装置
。
　　［４６］　前記ユニキャストメッセージは、前記装置の関連する手順の間に受信され
る、［４５］記載の装置。
　　［４７］　前記装置の位置に関する前記知らせは、前記装置がメンバーである前記２
ｙグループのサブセットにのみ関連する、［４２］記載の装置。
　　［４８］　位置についての前記知らせは、メッセージ内で得られ、前記サブセットは
、２ｙビットのビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される、［４７］記載
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の装置。
　　［４９］　前記知らせに応答して、前記グループ中の前記位置が前記１以上の空間ス
トリームを割り当てるための前記同一グループ中の前記装置の他の位置と異なることを示
すメッセージを送信するように構成された送信機をさらに備え、前記位置及び前記他の位
置は、異なる装置によって割り当てられていた、［４２］記載の装置。
　　［５０］　前記メッセージは、前記装置がメンバーである前記グループのサブセット
の少なくとも１つについての情報または前記サブセット中のグループと関連付けられた前
記装置の空間ストリーム位置を含む、［４９］記載の装置。
　　［５１］　複数の装置のうちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置
の各グループにおける前記装置の位置についての知らせを得るための手段と、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信する
ための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィ
ールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信するための手段と、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記
プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも
一部に基づいて、決定するための手段と、
　を備える、無線通信装置。
　　［５２］　前記決定するための手段は、前記第１のフィールドの値または前記グルー
プ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも１つと前記装置の識別子とを比較する
ための手段を含む、［５１］記載の装置。
　　［５３］　前記受信するための手段は、さらに、前記プリアンブルの一部分内で、前
記セットから各装置に割り当てられる前記同時データ送信の空間ストリームの数を示す第
２のフィールドを受信するように構成され、前記装置は、さらに、前記第２のフィールド
及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置に基づいて前記装置に割り当てられ
た前記１以上の空間ストリームを決定するための手段を備える、［５１］記載の装置。
　　［５４］　　全ての前記グループ中の前記装置の位置についての前記知らせを備える
メッセージを受信するための手段をさらに備え、前記メッセージは、全ての前記複数の装
置により受信されるブロードキャストメッセージまたは前記装置によってのみ受信される
ユニキャストメッセージの少なくとも１つを含む、［５１］記載の装置。
　　［５５］　前記ユニキャストメッセージは、前記装置の関連する手順の間に受信され
る、［５４］記載の装置。
　　［５６］　前記装置の位置に関する前記知らせは、前記装置がメンバーである前記２
ｙグループのサブセットにのみ関連する、［５１］記載の装置。
　　［５７］　位置についての前記知らせは、メッセージ内で得られ、前記サブセットは
、２ｙビットのビットマップを使用して、前記メッセージ中で識別される、［５６］記載
の装置。
　　［５８］　前記知らせに応答して、前記グループ中の前記位置が前記１以上の空間ス
トリームを割り当てるための前記同一グループ中の前記装置の他の位置と異なることを示
すメッセージを送信するための手段をさらに備え、前記位置及び前記他の位置は、異なる
装置によって割り当てられていた、［５１］記載の装置。
　　［５９］　前記メッセージは、前記装置がメンバーである前記グループのサブセット
の少なくとも１つについての情報または前記サブセット中のグループと関連付けられた前
記装置の空間ストリーム位置を含む、［５８］記載の装置。
　　［６０］　複数の装置のうちの装置において、複数のグループからの前記複数の装置
の各グループにおける前記装置の位置についての知らせを得る、
　前記グループから選択された前記複数の装置のセットに向う同時データ送信を受信する
ための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１のフィ
ールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信する、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記装置に割り当てられる場合、前記
プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記装置の前記知らされた位置の少なくとも
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一部に基づいて、決定する、
　ことを実行可能な命令を備えるコンピュータ可読媒体を備える無線通信のためのコンピ
ュータプログラムプロダクト。
　　［６１］　少なくとも１つのアンテナと、
　複数の無線ノードのうちの無線ノードにおいて、複数のグループからの前記複数の無線
ノードの各グループにおける前記無線ノードの位置についての知らせを得るように構成さ
れた第１の回路と、
　前記グループから選択された前記複数の無線ノードのセットに向う同時データ送信を受
信するための２ｙまでの前記複数のグループにおけるグループを識別するｙビットの第１
のフィールドを含む少なくともプリアンブルの一部分を受信するように構成された受信機
と、
　前記同時データ送信の１以上の空間ストリームが前記無線ノードに割り当てられる場合
、前記プリアンブルの一部分及び前記グループ中の前記無線ノードの前記知らされた位置
の少なくとも一部に基づいて、決定するように構成された第２の回路と、
　を備える、無線ノード。
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